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では戦場に同行 していたハ レムの女性たちの多 くが捕虜 となった。この故事を教訓とし
たタフマースプ一世は,戦 時にはハ レムびと,い わゆるハーネ ・クーチを前もって行宮
から分離し,信 頼できる地方都市に移送する習慣を確立 した。
ホラーサーン遠征出立時には聖都ゴムへ,オ スマン朝遠征軍来襲時にはエスファハー
ンへと,そ れぞれの危険度に応 じて使い分けられていた両都市には,い ずれもハ レムサ
ライが整備され,在 郷軍団を保有する特権が認められていた。一方,宮 廷との信頼関係
に基づき戦時協力を結んだ両都市の側にもしたたかな計算があった。八一ネ ・クーチの
移送先となることで,ま ずはハ レム護衛隊の駐留を確保 し,さ らに有事の際には宮廷か
ら援軍が駆けつけるという状況を作 り出し,外 敵の侵入を確実に阻止 しようとしたので
ある。
本稿で行なった事例分析の成果は,王 権の武力を背景にした安全保障と,こ れに依存
する代わりに貢税を納めるという,宮 廷と都市 との関係をめぐる従来の考え方に対 して,
少なからず見直 しを迫るものとなろう。
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1.は じ め に
サ フ ァヴ ィ一朝 におけ る宮廷 と都市 との関係を考察す る上で,同 王朝 の宮廷 が有 して いた行
宮 的性格 につ いて充分 な検討 が加 え られ るべ きなの はい うまで もない。 この問題 が注 目されは
じめたの は1990年 頃か らで,研 究史的 には,特 に羽 田正,Melville両 氏 の業績 が重要 で ある。
「東方 イス ラーム世界」 というマ ク ロな視点 か らサ ファヴィ一朝史を研究 して いる羽 田氏 は,




し言及 している')。一方,個 別実証的な研究で知 られるMelville氏 は,第5代 シャー ・アッバー
ス一世(在 位1587-1629年)の 宮廷の旅程について網羅的に調べ上げ,全 領域的視野での都市
利用の実態のみならず,そ の移動速度などの細部に至るまで多角的に分析 した。同氏は,同 宮
廷の季節移動の習慣を重視 しなが らも,イ ランの地ではそれがモツ ゴル侵入以前にもみられた
ことを指摘 し,そ の代わり,中 世 ヨーロッパなど幾つかの歴史世界で確認されている移動宮廷
による領内巡歴 という現象を,新 たな研究視点として導入 している2)。つまり,現 時点 におい
て,同 宮廷の行宮的性格が,季 節移動の習慣によるものと統治の必要に基づ くものとの二つの
側面に大別できることは既に明らかである。
しかし,こ れ らの先行研究では,政 治的に安定 した時期に関 しては充分に目配 りされている
ものの,戦 時などの非常時が多かった時期 も含めての議論がなされていたとはいいがたい。対
外的な力関係で劣勢にあり,常 に外国勢力による侵略の脅威にさらされていたサファヴィ一朝
初期の時代を研究 している筆者の立場からは,平 時よりも,む しろ非常時における宮廷の都市
利用の実態を解明することこそ急務であるように思われる。
その場合の考察対象 として,ま さにうってつけと思われるのが,ハ レムの女性たちの動向で
ある。宮廷 という組織を極めて大ざっぱに分類するならば,国 家行政の中心である中央政庁,
君主 自らが率いる国内最強の軍隊,王 家の家族集団としてのハ レムという三要素を挙げること
『ができようが
,前 二っの要素 は,戦 時においても果たすべ き重要 な役割があった。 これに対




このような問題意識にたって,同 時代作成の複数の年代記を精読 してみると,サ ファヴィ一
朝の宮廷か ら,「八一ネ ・クーチ」"khane-kUch"な る集団が分離され,王 都以外の地方都市
に移送 されていた事例が多数見い出せる3)。実は,こ の集団こそ,君 主や重臣たちの妻妾,母,
姉妹,子 供たち等々か らなるハ レムびとなのであった。注 目すべきは,こ の八一ネ ・クーチの
都市移送が,サ ファヴィー朝第2代 シャー ・タフマースプ一世(在 位1524-76年)の 治世,と
りわけ,彼 がオスマ ン朝 との間にアマスィヤの和約を締結す る以前の戦乱期に集中的に確認で
きるという点である4)。この君主は,上 記の和約締結以後,四 半世紀にも及ぶ平和な時代を現
出 したほか,タ ブリーズか らガズヴィーンへの遷都を実施 した功績でも知 られている5)。また,
晩年の二十年間,新 王都 ガズヴィーンとその地域圏か ら離れずに生活 したという,前 近代イラ
ンの君主としては例外的に都市定住型の傾向があった人物で もあり,先 行研究における理論的
な枠組みか らは明らかに逸脱 した側面を有 していた。
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これ までの研究史 の流 れを鑑 み るに,今 後 は,各 君 主が有 していたはずの独 自性 を見 い出す
方向 にも研究 を展開 す る必要 があろ う。 その意 味で は,タ フマースプの治世 に特 に集 中的に行
なわれ た八 一ネ ・クーチの都市移送 に関 す る事例 は,ま さに格好 の題材 であるよ うに思われる。
そ こで,本 稿 では,タ フマース プ治下 の宮廷 と領 内諸 都市 との関係 を解 明することを主目的に,
この興味深 い事例 の分析 を試 みたい。領土拡大型 の カ リスマ的指導者 だ った父王 とは異 な り,
防御型の支配者の顕著 な例 として対 置 され るタフマ ースプ らしさは,果 た してそ こに現 われる
であ ろうか。
なお,本 稿 では,サ ファヴィ一朝前半 期にあた る西暦16世 紀 作成 の史料 を基本 史料 と し,
以下の通 り略号 を付 して用 い る。
〈ペ ル シ ア 語 年 代 記 〉
【JA】:Qa写iAhmad-eGhaffari-yeQazvini,Tα 醜 ん一θノ協 動 一δ短,(ed.,MojtabaMinovi),
Tehran,1343A.S.
【TA】:'AbdiBeyg-eShirazi(=Novidi),7h々 〃zθZα'αZ一 。4々肋 δ鴬(ed.,'Abdol口耳oseyn
Naマa'i),Tehran,1369A.S.
【AT】:りasanBeyg-eRUmlO,.4〃sα π α」一7切 面甥 肋,vol.12,(ed.,'Abdol一軍oseynNava'i),
Tehran,1357A.S.
【KhT】:Qa写iAhmadb.Sharafal-Dinal一 箪oseynal一 月oseynial-Qommi,KんoJδεα'
al-Tα 頒 毎 々ん,2vols.,(ed.,EりsanEshraqi),Tehran,1359&1363A.S.
【ShN】:SharafKhanb.Shamsal-DinBidlisi,Sん απび 八坂 ηzθ,(ed.,VladimirValiyami-
nuf),St.Petersburg,1861.
くそ の 他 の ペ ル シ ア語 史 料 〉
【HS】:Ghiyathal-Dinb.Homamal-Dinal週oseyni(=Khwandamir),Tarikh-eHabit
卜 αZ-S砂 α7




【Mokaleme】:ShatTahmasb-eSafavi,Mo肋勿 ηgッ θ!V⑳ 面 δ一Eノ伽 ηα'一鋭 α々 伽 五一:yeShah
7「αんηzδs∂δδ ノ♂c漉yση一θ1～um,(ed.,CarolTabatadze),Tobilisi,1976.
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H.タ フ マ ー ス プ一 世 に よ る八 一ネ ・クー チ の都 市 移 送 事 例
サ ファヴィ一朝の最初 の王都 タブ リーズは,1501年 秋,初 代 シャー ・エ スマ ー イー ル一 世
(在 位1501-24年)が 先行王朝 のア クコユ ンル朝よ り奪取 した都 だ ったが,そ の後 も継 続 され
た領土 拡大戦 のため,十 年以 上 もの間,宮 廷 か ら殆 ど利用 されない状況 が続 くこととな った。
この ため,1513年 冬 にはセイイ ェ ド・ソレイ マー ン ・ミールザ ーの反乱 が発 生 す るな ど,王
都 にお ける安全 性の不備 が露 呈 され た。(【AT】182-83)翌1514年夏 に は,東 方 へ の領土 拡
大 を目指 す スル タン ・セ リムー世(在 位1512-2C年)率 いるオスマン朝遠征軍 の前にサファヴィ一
朝宮廷 軍 は惨敗 し,西 方境域 にほど近か った王都 タブ リーズを一時 占領 された。彼 らに とって
何 よ り も屈辱 的だ ったの は,戦 場 に同行 していたハ レムの女性 たちの多 くが,一 時的 とはいえ
オスマ ン軍 の捕虜 とされた ことだ った。 この苦 い経験か ら,エ スマーイールは今後二度 とハ レ
ムび とを戦場 に連 れて行 かな いと宣言 したと伝え られて いる6)。
結果 的 に,エ スマーイールの治揖 に再 び対外戦争が起 きることはなか ったが,彼 の急逝後,
わずか10歳 の長男 タフマ ースプが即位 す ると,ホ ラーサー ン地方 の奪還 をめ ざす シ ャイバ ー
ニー朝 の ウズベ ク軍 がサ ファヴィ一朝の東部領域を たびた び侵攻す るよ うにな った。折 しも発
生 した内乱 や これを火種 と して引 き起 こされたオスマ ン朝 のス レイマ ン大 帝(在 位1520-66年)
によ る都合4度 のイ ラン遠征 が重 な り,ま さに内憂 外患 の状況の中,宮 廷 の拠点都市 としての
王都 タブ リーズの安全性 を回復 で きな いまま,ハ レムの女 性 たちの安全確保 を考 えねばな らな
い事態 に至 ったのである7)。そ して,こ の危機 的状況 の中 で タフマース プが行な った方策 こそ,
本稿 で主 題 と して採 り上 げる八一 ネ ・クーチの都市 移送 なのだ った。
まず は,東 部領域 に侵入 した ウズベ ク軍 の撃退を 目的 に実施 された,タ フマースプ一世 のホ
ラーサ ー ン遠征 出立時 におけ る事例 か ら検 討 してみ よう。
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1.シ ャイバ 一二一朝 による東部領域侵入 時
Dickson氏 によれば,シ ャイバー ニ一朝 のオベ イ ド・ハ ー ンは,か って エ スマ ーイ ール一
世 に より奪取 されたホ ラーサー ン地方 の奪還 を 目指 し,930-32/1524-26年,933-35/1526-28
年,935-37/1529-31年,937-41/1531-34年,941-44/1535-38年と,全5次 に及ぶ派兵を行 なっ
た8)。 これに対 し,サ フ ァヴ ィ一朝側か らは,そ の うちの初 回を除 き,タ フマ ー スプ 自 らが率
いる全4次 の ホ ラーサー ン遠征 が行 なわれ,ウ ズベ ク軍の撃退 に成功 したのだ った。 この際行
なわれ た八 一ネ ・クーチの都市移送事例 をまず は列挙 してみ よ う。なお,引 用文中の[]カ ッ
コ内 は筆者 によ る補足 であ る。
史料1:第1次 ホラーサー ン遠征 出立 時(934/1528年)の 事例
シャー ・タフマ ースプは[前 年度宮廷冬営地 だ った]ガ ズ ヴィー ンか らホラーサ ー ン地方
に向 けて 出立 した。[王 母后]タ ー ジル ー ・ベ イ ゴムTajl血Beygomは 八 一 ネ ・クーチ
(ahl-eharamvakhane-kuch)と共 に聖都 ゴム(daral-moumenin-eQomm)に向か った。
(【KhT】178)
史料2:第3次 ホラーサ ー ン遠征 より帰還時(941/1534年)の 事例
(a)[ホ ラーサ ー ンより急遽帰還の後,ガ ズヴ ィー ンにてオスマ ン朝 遠征 軍 に関 す る情報
収集 を一 通 り終 え る と,1]余(=シ ャー ・タフマ 〒ス プ)は シャー ゴ リー ・ハ リー フェ
[・ ゾルガ ダル]ShahqoliKhalife[Zual-Qadar]とシャーゴ リー ・ソル ターン ・アフシャー
ルShahqoliSoltan-eAfsharに対 し,エ ラーグ地方('Eraq)に いる諸部族の中か ら馬 に乗
れ る者 な らば誰 で も連 れて来 るよ う命 じ,派 遣 した。.ま た,セ ヴェ ン ドゥー ク ・ベ イ ダ
SevendOkBeygに 対 し,ゴ ムとその周辺(Qommvaanりod血d)に滞在 していた八 一ネ ・・
クーチを連 れて来 るよう命 じ,派 遣 した。(【Mokaleme】19)
(b)そ の後,余 はシ ャーゴ リー ・ハ リーフェと モハ ンマ ド・ソル ター ン ・ア フ シ ャール
MoりammadSoltan-eAfshar9)に対 し,部 族 民の中か ら随行 の意 志 を有 す る者 す べて を ノ
ウキ ャルと して徴兵 し連 れて来 るよ う命 じ,派 遣 した。 また,セ ヴ ェン ドゥー ク ・ベ イ ダ'o)
に対 し,ゴ ムに滞在 していた八一ネ ・クーチをガ ズヴィー ンに連れて くるよ う命 じ,派 遣 し
た。(【ShT】26)
史 料3:第4次 ホ ラ ー サ ー ン遠 征 出 立 時(943/1536年)の事 例(要 旨)
シ ャ ー ・タ フ マ ー ス プ は 全 軍 に ホ ラ ー サ ー ン遠 征 を 命 令 。 同 年 ラ ビー ・ ア ッサ 一 二 一 月7
日(1536.9.23)の 朝,レ イ に 移 動 。 八 一 ネ ・ ク ー チ(khane-kUchvaordO-yehomayOn)
を 聖 都 ゴ ム に 移 送 した 。(【KhT】263)
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続 いて,そ れぞれの事例 か ら読 み取 れる所 を幾つか述べてみたい。まず,宮 廷軍がホ ラーサー
ン遠 征へ 出立 す る際,行 宮 か ら分離 され たハ ーネ ・クーチ集団 は,聖 都 ゴムに移送 されていた
ことが明 らかであるω。第2次 遠征 時におけ る移送 に関 する記録 がないが,前 年 度 の宮廷 冬 営
地 が ゴムだ った ことか ら,八 一ネ ・クーチはその まま当地 に残 されて いた もの と考 え られる且2)。
つ ま り,全4次 のホ ラーサー ン遠征 で はいずれ もゴムに移送 されていたのであ る。
それでは,な ぜ当地 が移送先 とな ったのだろ うか。 その ヒン トとな りうるのが,エ ス マー
イール一世時代 に遡 る924/1518年 秋 に実施 され た最初 の八 一ネ ・クーチの都市 移送 であ る。
その年 の夏,ス ール ログ(=タ フテ ・ソ レイマー ン)付 近 での狩猟 トル ヴ ァール川 での魚釣
りで時 を過 ご していたエスマーイール は,そ の後予 定 していた ビーン トゥLン 山麓方面へ の狩
猟行 にハー ネ ・クーチ集 団 を同行 しな いことを決 め,既 にその年 の宮 廷冬 営地 に決 ま っていた
ゴムの町に,彼 女た ちを前 もって移 送 させ て いた。(【HS】558,【TA】56,【KhT】139-40,
【ShN】161)こ れはエスマー イール時代 における唯一の移 送事 例 で あ ると同時 に,戦 時 な ど
の非常時 ではな い,い わ ゆる平時 に実施 された都市移送 として貴重 な事例 であ るが,こ れが行
なわれ た理 由は明 らかであ る。 ゴムの町 は招福除厄 を願 う女性 のための参詣地 ファーテメ廟 を
擁す る ことで知 られ るが,前 年 の9月 に立 て続 けに誕生 していた3人 の王子 の母親 た ちが,彼
らの健 やか な成長 を祈念 すべ く一刻 も早 く同廟 を参詣す ることを希望 し,そ れが認 め られた た
めなので あ った。(【耳S】555,562)
ホ ラーサー ン遠征 は確 かに非常時で はあ ったが,そ の動機 であ った所 の シャイバ一二一朝 に
よ る侵攻 自体 の危険度 は必ず しも高 くな く,サ フ ァヴ ィ一朝 の領土の中心部 まで被害 が及 ぶ心
配 は殆 どなか った。また,ゴ ムは王都 タブ リーズ時代 において,宮 廷冬営地 と して全42回 申5
回 ほど利用 された ことが あ り,宮 廷か らの賓客を遇す る態勢が整 って いた。 それゆえ,ホ ラー
サー ン遠 征出立時 に行 なわれたハ ーネ ・クーチの移送 につ いて は,ゴ ムの フ ァーテメ廟 で彼女
たちにサ フ ァヴ ィ一朝遠征軍 の戦勝 を祈願 させ る目的で行なわれた とみ るべ きだろ う。
また,史 料2か らは,ゴ ムへ避難 させて いたハ ーネ ・クーチ集 団が,西 方か らのオスマ ン朝
遠征軍 の侵攻 によ り,ホ ラーサー ン地方 か ら急遽帰 還 した宮 廷に再 び呼 び戻 されて いた ことが
わか る。 非常時 にお ける彼女 たちの移送先 が ゴムだけでなか った ことを示 唆す る記事 と して,
これ もまた重要 である。
2.オ スマ ン朝 による西部 領域侵攻時
次 に,西 方 か らの オスマ ン軍 の侵攻 時におけ る事例 を紹介 す る。侵攻 に遭 ったサ フ ァ・ヴ ィー
朝側 の立 場で は,ス レイマ ン大帝 のイ ラ ン遠征 は,1534年,35年,48年,54年の計4回 と数
え られ る。・この うち ユ554年 に行 なわれ たナ フチヴ ァー ン遠征 を除 く3回 の来襲 に先 立 って,
八 一ネ ・クーチの行宮 か らの分離 と地方都市 への移送 が行 なわれた。 それでは,全 ての関係記
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事を列挙 しよ う。
史料4:ス レイマ ン大帝 の第1回 イラ ン遠 征時(941/1534年)の 事例
(a)シ ャー ・タフマースプの命 により,八 一ネ ・クーチ の宮 張(ordU-yekhane-kOch)
を ゴムか ら[ガ ズヴ ィー ン滞在中 の]行 宮に合流 させた印璽官(mohr-dar)の シャーゴ リー ・
ハ リー フェと シャー ゴ リー ・ソル ター ン ・アフシ ャールは,オ スマ ン朝遠征軍 にはス レイマ
ン大帝(Khwandagar)自 身 も同行 してい るとの知 らせ を受 け取 ると,前 もって八 一 ネ ・
クーチを行宮か ら分離 し,エ ス ファハー ンへ移送 した。(【TA】77-78)
(b>行 宮(ordU-yea'la)は かズ ヴィー ンに到着 した後,ア ブハ ルに移動 した。 ア ブハル
にて,先 鋒隊の ア ミールたちか ら,ス レイマ ン大帝 がや って きたのは確実 であ り現在 も進軍
中 であるとの知 らせが届 いた。 それ故,オ グログ(oghroq)は エス フ ァハ ー ンへ行 き,行
宮 はアブハ ルか らQara-aghaj宿 営地 に向か った。(【JA】288)
(c)余 は[八 一ネ ・クーチの]宮 張(ordO)を[行 宮 か ら]分 離 し,エ ス フ ァハ ー ンに
移 送 した。 自 らはア ブハ ルか ら出立 し,Qara-bolaghと 呼ばれ る宿営地で下馬 した且3)。
(【Mokaleme】21)
史料5:ス レイマ ン大帝の第2回 イ ラン遠 征時(941-4i/1535年)の 事例
(a)余 は ウー ジ ャー ンを出立 して エ ラー グ地方 に向かい,ダ ル ジ ョズィー ンに到着 した。
[大 帝 の許へ使者 として派遣 していた]ピ ー ル ・ア リーPir'Aliが 戻 って きて,ス レイ マ ン
大帝 がエ ラー グ地方 に来て いること,和 平 の話 し合 いをす る用意 があ る旨を伝えて きた。
[これ に対 し,]余 は,も し講和 の可能性が あ ったな らば,大 帝 自らや って きた りはしなかっ
たはず であ ると答え,ダ ル ジ ョズ ィー ンとその周辺 に栽培 されてい る穀物 を焼 き払 い,宮 張
をエス ファハー ンへ移送 した。 余 自身 はハ マダー ンに移 った。大帝 は ダル ジ ョズ ィー ンまで
や って きたが,神 が我々に賜 わ った御慈悲 のおか げで,そ の地 よ り帰 国の途 につ いた。
(【Mokaleme】30-31/同 様 記事:【ShT】37)
(b)シ ャー ・タフマースプはハ レムの宮張(ordO-yeharam)を行宮 か ら分 離 し,[移 送
役 に]ハ レム侍 従長(ishik-aqasi・bashi)の ガ ラ ー ヴ ァ リー ・ア ラ ブ ギ ー ル ル ーQara
Vali-ye'Arabgir[10]を 任命 した。 そ して,宮 張 を エスフ ァハ ー ンに移送 し,八 一ネ ・クー
チが常勝 の聖戦士 たちに守 られ ること限 りな くさせ,戦 いに備 え させた。 スル タ ン・ス レイ
マ ンは,キ ズ ィルバー シュの八一 ネ ・クーチが[行 宮か ら]切 り離 され,今 や彼 らは臨戦状
態 にあると聞 くと,ダ ル ジ ョズィー ンより本国(Rum)へ 向 け撤退を開始 した。(【TA】81)
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史 料6:ス レイ マ ン大 帝 の 第3回 イ ラ ン遠 征 時(955/1548年)の事 例
(a)シ ャ ー ・タ フ マ ー ス プ は,八 一 ネ ・ ク ー チ を セ イ イ ェ ド ・ベ イ ダ ・ キ ャ ム ー ネ
SeyyedBeyg-eKamOneの先 導 で エ ス フ ァ ハ ー ン に 向 け 出 立 さ せ た 。(【TA】97)
(b)[オ ス マ ン朝 に 亡 命 して い た タ フ マ ー ス プ の 異 母 兄 弟]ア ル ガ ー ス ・ ミ ー ル ザ ー は,
ヒ ジ ュ ラ暦955年 シ ャ ッ ヴ ァ ー ル 月3日(1548.11.5)にバ グ ダ ー ド経 由 で ハ マ ダ ー ン に や っ
て き て,パ フ ラ ー ム ・ ミ ー ル ザ ーBahramMirzaと チ ェ ラ ー グ ・ ソ ル タ ー ンCheragh
Soltanの 富 強 を 強 奪 した 。 彼 は ハ マ ダ ー ンか ら ゴ ム,カ ー シ ャ ー ン,エ ス フ ァ ハ ー ン と 進
み,す べ て の 宮 廷 び と の オ グ ロ グ(tamami・yeoghroq-eahl-eordO)が移 送 さ れ て い た エ
ス フ ァ ハ ー ン(anja)を 占 領 しよ う と し た 。(【JA】298)
これ らの事例か らは,ま ず第一 に,オ スマ ン朝遠征軍 が来襲 した際に は,八 一ネ ・クーチ集
団が ゴムで はな く,エ スフ ァハ ー ンに移送 される慣例 にな って いた ことが明 らかで ある。当地
に も八 一ル ーネ ・ヴェラーヤ ト廟 の如 き参詣 地はあ るが,祈 りの場 を意 図 して こ こが移送地 に
選定 された とは考え に くい。 よ り危 険度 の高 いオスマ ン軍 の来襲 に際 して は,地 理的 にゴムよ
り内奥 部 に位置 し,ま た,王 都 タブ リーズ時代に宮 廷冬営地 と して4回 な い し5回 利用 され,
安全性 と快適 さが実証 され ていたエ スフ ァハ ーンが避難先 とな った とみ るべ きで あろ うIS)。
第二 に,ハ レムの女性 たちが移送 され る際 には,オ グログと呼ばれ るラクダの隊列 ない し荷
馬車群 も帯同 されたことが わか る。 特に 【JA】 著 者 ガ ッファー リーは,ハ ー ネ ・クー チの移
送 を,さ らに娩 曲的 に 「オ グログの移送」 と して記録 して いる。(史 料4(b),史 料6(b))ラ ク
ダの背 や荷車 に載せ た荷物 には,女 性 た ちの生活用具 や天 幕,貴 重 品に加 え,彼 女 たちを守 る
ための武 具な どが収め られ ていた。女性 と財宝か らな る集 団 ということで,敵 の攻撃 目標 にな
りやすい とい う必然を有 していたか らこそb八 一ネ ・クーチ は一 つの大 きな集団 とな って移送
された と想定 で きるので ある。
第三 に,ハ ーネ ・クーチ とオ グログは移送先の都市 に長 期滞在す ることはな く,状 況 の変化
に応 じて こまめに行宮へ再合流 して いた ことが読 み取れ る。特 に,ス レイマ ン大帝 の第2回 イ
ラン遠 征 にあた っては,ダ ル ゴズィー ン滞在中の行宮 か らハ ーネ ・クーチが分 離 され,エ ス
フ ァハー ンへ と移送 されていたのだが,こ れ は彼女 たちが前年来ず っと当地 に待機 していたわ
けで はなか った明 らかな証拠 で ある。(史 料5)ま た,オ スマ ン軍 を撤 退 させ た後,タ フマー
スプはア ルダ ビールのサ フィー廟 に参詣 して父祖 の御霊 に感謝の祈 りを捧 げたが,同 廟 か ら戻
る途 中,Sarabと い う小都市 にて,移 送先の エス フ ァハ ー ンか ら引 き上 げて きた八一ネ ・クー
チ とオ グ ログの一団 と再 合流 し,共 に王都 タブリーズに帰還 していた。(【JA】289,【TA】81,





以上 で明 らか になったことを整理 し,そ れを基 に次章 よ り考察 すべ き論点を挙げてお きたい。
まず,タ フマースプの都市利用 とい う観点 か らいえば,八 一 ネ ・クーチの移送先 が ゴムと エス
ファハ ー ンの両都市 に限 られ ていた こと,し か も東方 か らの シャイバ 一二一朝 の侵入時 に はゴ
ムへ移送 されて いたの に対 し,西 方 か らのオスマ ン朝 の侵攻 に際 して はエス ファハ ー ンへ と,
ハ ーネ ・クーチを移送す る都市が は っき りと使 い分 け られていた ことが判明 した。 これは八一
ネ ・クーチの避難場所 を悟 られないため とい うにはあ まりに も単 純す ぎる。 やは り,東 西両方
向か らの領 内侵攻が内包す る危険度 に応 じて,両 都市 が使 い分け られて いた とみ るべ きであろ
う。
非常時に際 して王都 タブ リーズが避難場所 た りえなか った事実につ いて は既 に述 べたが,上
で紹介 した事例 の中で,1544年 秋 に遷都 され た新王都 ガズヴ ィー ンが移 送先 と して登場 して
いない点 には是非 とも注 目 していただきたい。 当地 は タフマ ースプ時代 に入 った934/1527年
を初め と して,遷 都以前 に4回 も宮廷冬営地 として利用 された実績があ った。 また,グ ル ジア
遠 征出立時 にお ける唯一 の八 一ネ ・クーチの移送 であ り,同 時に タフマ ースプによる最後 の都
市 移送 で もあった1550年 の事例 で は,王 都 ガズヴィー ンが移送先 とな っていだ5)。 それ ゆえ,
既 に遷都が開始 されていた1548年 の事例(史 料6)か らは,な ぜ この 時 には当地 が移送 先 と
な らなか ったのか とい う疑問 が出て きて しか るべ きなのであ る。
実 は,こ の問題 につ いては次 のよ うな特 別な事情 が あった。1547年 に オス マ ン朝 に亡 命 し
たアルガース ・ミールザー(後 述)は,彼 の妻 子た ちと財宝庫(khazane)を 赴任先で あ った
シールヴ ァー ン地方 に残 して いた。 タフマースプは これ らを捕えた際,な ん人 た りとも手 出 し
を して はな らないと禁令 を発 し,安 全確保 のため移送役 を付け,王 都 ガズヴ ィー ンへ と運 ばせ
た。(【TA】96)王 都 では彼女 たちの居所 として,か っての ガズヴ ィー ン離 宮 を改装 した 旧宮
殿(Doulatkhane-yeKohne)のチ ェヘル ・ソ トゥー ン宮が あてがわれ たとい う。 さらに,同
じ頃,オ スマ ン軍来襲 の知 らせを聞 いた タブ リーズの人々が当地を脱出 して続 々 と新王都 に流
入 していた とも伝 え られてい る16)。つま り,こ の時の新 王都 には,八 一ネ ・クーチの避 難先 と
す るには不都合 な点が あま りに も多 か ったので,前 回 まで と同様 にエス ファハー ンへ移送 され
た と考え られるのであ る。
ところで,外 敵 か ら攻 め込 まれた際の避 難場 所 と して,各 都市 には堅牢 な城砦 が設 け られて
いた。有事 の際 には当然 そ こが避難先 とな るわけだが,宮 廷か ら地方都市に移送 されてきた八一
ネ ・クーチ集団 が,直 ちにそのよ うな場 所に押 し込 め られ たとは考 えに くい。移送事 例の殆ど
は直接脅威 が及 ぶ前 に行 なわれた し,な によ りも彼女 たちには高貴 な集団 と して相 応 しい待遇
が求 め られていたか らであ る。 それ と同時に,非 常時の避難先 とい う性格 か ら,仮 に八 一ネ ・




以上の点を考慮すれば,史 料にあたりその有無を確認すべき論点 としては,① ハ レムの女性
たちのための迎賓館が整備されていること,② 防衛態勢が備わっていることの2点 に集約でき
る。次章からは,ゴ ム,エ スファハーン両都市が この2っ の条件を兼ね備えていたかどうか,
細か く検討 してゆくことにしよう。
皿.八 一 ネ ・ク ー チ移 送 先 と して の地 方 離 宮 とハ レム サ ライ
1.ハ レムサ ライ につ いて
まず は,ハ レムの女性 た ちの ための迎賓館 が実在 したかど うかを検討 す る。 その前 に,王 都
で彼女 たちが,通 常 どの ような環境で暮 らしていたのか を確認 し,平 時におけ る基 本型を把握
してお こう。
王都 ・宮廷 地 区 に特 別 に整 備 され て い た王 宮 は,《 ドウ ラ ト・八 一ネ》"doulat-khane"
(;「 吉兆 あ る館」の意)と 呼 ばれていた。 この建造物 はその名が示 す通 り,何 よ りもまず,
国 家権力 の強大 さの象徴 だ ったが,機 能的 に も,君 主 の居住施設兼政府高 官の詰所,す なわ ち
政 治の中心 と しての役割 を も果た して いた。 サフ ァヴ ィ一朝創草期 に王都 タブ リー ズを訪れた
氏名 不詳 の ヴェネッィア商人 の記 録 によれ ば,サ ーヘバ ーバ ー ド宮廷地区のハシュ ト・ベヘ シュ
ト王宮n)か ら弓矢で一射程 ほど離 れ た所 に,一 棟 の大 きな二階建 てのハ レムの建物 があ った と
い う。 その内部 は,中 央部 が人工 の小川が流 れる大 きなホール とな ってお り,そ れを取 り巻 く
よ うに周辺部 に は 「1,000人 の婦 人 たちが別 々の部屋 に住 めるか と思 え るほ どの」 た くさん の
房 室が設 け られていた。 また,こ れ らは壁面 や天井,房 室 の ドアに至 るまで,金 色 や瑠 璃色を
基調 とす る色鮮 やかな装飾 が施 されて いたという。(【Merchant】175-76)
王 宮 とは別 にハ レムの建物,す なわ ちハ レムサ ライが あ った こと,そ こで数百人 規模 の女 性
た ちが集 団で生 活で きた こと,内 部が華 やかに装飾 されていた こと等 々の特 徴 は,17世 紀 初
頭 に イスパ ニア に使節 として派遣 され,そ の地 に帰化 したキズ ィルバー シュ ・バヤー ト部出身
の文人 オ ログ ・ベイ ダか らも指摘 されてい る。彼 によれば,16世 紀後 半 の王都 ガ ズヴ ィー ン
所 在の ハ レムに は400名 以上 の婦人 たちが居住 し,100人 の寛喜,200人 の侍従 に よ って給 仕
を受 け,外 部 か らの侵入 に対 して厳重 に守 られて いたとい う。(【DonJuan】47-48)
このよ うなハ レムに勤務す る男性 たちは,い わゆ る 「ハ レム びと」(ahl-ebaram)の 成員 と
して忘れ てはな らない存在 であ り,そ れ ゆえハーネ ・クーチを構成 す る成員 の総数 は数 百人～
一千人 規模 を想 定 してお く必要 が あろう。 これに前述 したオグ ログの隊列 も含 めて考え るな ら
ば,ハ ーネ ・クーチの都市移送 はお よそ考 え うる以上 に大が か りな出来事 だ った とみて よい。
この よ うな大勢 の人 々がな るべ く平時 と同様 の快適 さで過 ごす ことがで きる場所 が移送先 に
も求 め られ るわ けだが,興 味深い ことに,ゴ ムや エスフ ァハ ー ンなどの地方都市 に も,王 都 に
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所在 す る王宮 と同様に 《ドウ ラ ト・八一ネ》 と呼 ばれ る建 造物 が存在 した。地方都市 の ドウラ
ト ・八 一ネ,す なわ ち地方離宮 は,行 宮 が領 内巡歴 の途中 に立 ち寄 った際や,冬 営時 の滞 在場
所 と して利用 され たが,地 方離宮 のハ レムサ ライに関す る情報 は,ア ゼルバ イ ジャン地方 ホイ
の離宮につ いて描写 した欧文史料 【Merchant】 な どご く少 数を除 けば,こ れ まで殆 ど知 られ
ていない18)。本章で は,移 送先 におけ る八一 ネ ・クーチの滞在場所 と して利用 された可 能 性 を
念頭 にお きっっ,両 都市 に所在 したハ レムサ ライの様 子や,そ の造営事情 について可能 な限 り
明 らか に してみ たい。
2.ゴ ム離 宮のハ レムサ ライ
この離宮 は現存 せず,当 地 の どの辺に あったのか さえ明 らかで な いが,幸 いに も 【KhT】
に建物の描写 と建設事情 に関 す る比較 的詳 しい情 報が記録 されて いる。 ペル シア語史料 と して
は極 めて稀 な事 だが,こ れは同書 の著者 ガー ズィー ・アフマ ドが この離宮 の整備 に貢献 した人
物の後衛 であ ったためであ る。
同書 のテキス ト校訂者Eshraqi氏 に よれば,ガ ーズ ィー ・アフマ ドの母 方 の曾祖 父 モ サイ
ヤプ ・ホザーイーMosayyabb.'Ali-yeKhoza'iは,15世紀テ ィムール朝の ミールザー ・シャ一
口フ(在 位1409-47年)の 治世 に エラーゲ ・アラブ地方か らゴムへ や って きた移住者 で,一 族
か らは中央政府 の役人 や ゴムで建築師 を務 める者 が輩 出 された とい う且9)。建築 師を輩 出す る家
柄で ある ことこそ彼 らの最大 の特徴だ ったが,王 権が テ ィムール朝 か らア クコユ ンル朝 に交替
した後 も,モ サイヤ プの子 息,す な わち 【KhT】 著者 の母 方 の祖 父 ア ーガ ー ・キ ャマ 一 口ッ
デ ィー ン ・ホセイ ン ・モサイヤ ビーAqaKamalal・Din耳oseyn-eMosayyabiが,ゴムのキャ
ラー ンタルに して建築 師(kalantarome'mar・eanmolk)とな るなどの活躍 を見せ,モ サイ
ヤ ビ一家一族 が有 す る土地 と従者,財 産 の多 さは ゴムで群 を抜 いていた という。(【KhT】79)
だが,1503年,サ フ ァヴィ一朝 の シャー ・エスマ ーイールが エ ラー ゲ ・ア ジ ャム地 方 の新
たな支配者 とな ると,先 行王朝の下 でゴムの統治 に協力 していた過去 が罪 に問われ ることが懸
念 された。熟考 の末,ア ーガー ・ホセイ ンは一族 を守 るべ くまずは過去 の大罪を反省要 る意味
で隠遁生 活に入 った。 ゴムの市門 の外 にあ った私有地 に,至 高の建物群 とエラムの園の如 きバー
グか らな る立 派な修道 場を建造 し,自 らの名 に ちなみ 《ホセ イニ ー イ ェ修道 場》(zaviye-ye
Hoseyniye)と 名付けた20)。彼はそ こに引 き籠 り,時 にウ ラマーや スー フィーの もとに通 うと
い う修道 生活を始めたので あ った。 そ こか らは,過 去 の蓄 財を シーア派社会 に還元 し,自 らも
良 き信徒た らん とす る姿勢が窺 える。
さ らに,ゴ ム離宮 の敷地 内にはハ レムサ ライが建造 された。 これ につ いては,同 書908-09/
1503-04年 の条 よ り関係記事を引用 しよ う。
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[著者 の母方 の祖父 アーガー ・キ ャマ 一口ッデ ィーン ・ホセイ ンは,]シ ャー ・エスマーイー
ル(Shah-e'clam-gir)の ために,今 は亡 きハサ ン・バーデ ィシャーとヤーグーブ ・バーディ
シ ャーの住 まいであ った ゴムの離宮(Doulatkhane-yeQomm)に建築家,技 師,設 計師 た
ちを呼 び集 め,四 面 のテ ラスとイ ーヴ ァー ン,バ ル コニー(bala-khane)か らな る一 揃 え
のハ レムサ ライ(yekdastharam-saray)を短 期間の うちに建て させ た。 そ して,技 巧 と
装飾,人 物 画,彫 刻,素 描の極み を施 し,優 美 なガ ラス窓(jam-elatif)と 景 色の良 さ を備
えた この心楽 しき建物 を,彼 の子 息であ るアー ガー ・フォ トゥーホッディーン ・ファトフォッ
ラーAqaFot助a1-DinFa山一〇11ahの 監督下 で完成 させた。(【KhT】79-80)
この記 事 によ り,ゴ ム離宮 におけ るハ レムサ ライの建 造 は,モ サ イヤ ビー家が エスマーイー
ル一世 に捧 げた忠誠 の証 であ った ことが明 らかであ る。 エ スマ ーイ ール にとって も,ハ レムの.
女 性 たちが今後 当地 を訪 れる際 の滞在場所 と して,ハ レム.サライの提供 は渡 りに舟だ ったに違
いない。 だが,彼 らが特 に断 わ りな く旧王 家の離宮 を改装 していた事 実 は,単 に当地の住民代
表 者 だ った とい うだ けで は説明が っかない。 おそ らくは,ゴ ム離宮 自体 も,か って アクコユ ン
ル王家 のため に彼 らが建造 した ものだ った と考 え られ る。離宮建築 とい う特別な建築事業には,
潤 沢 な資金 と多数の私有 地,宮 殿 の設計技術 や職人 たちの手配 とい った必 要条件をすべて有す
るモサイヤ ビー家であ って こそ可能 だ ったはずだか らであ る0そ れは さてお き,こ こで は,ゴ
ムにおけ るハ レムサ ライの整備が,王 朝 自身 ではな く地元名士 の出資 によ って行なわれた とい
う点 を強調 して おきたい。
3.ナ グ シ ェ ・ジ ャ八 一ン離宮 のハ レムサ ライ
エス ファハー ンに もハ レムサ ラィが あ った否か については,羽 田正氏 も指摘 して いるよ うに,
ア ッバ ース一世 時代以前 にそれが存在 していたことを示す文献 は確認 されてお らず,従 来 はど
ち らか といえば否定的見解が主流 だ った2】)。だが,ガ ーズ ィー ・アフマ ドは,1578年1月,第
4代 君主 への即位式に向か うソル ター ン ・モハ ンマ ド・ホダーバ ンデ(在 位1578-87年)が,
それ まで知事 と して赴任 して いた シーラーズより王都 ガズヴィー ンへ凱旋の途上,エ スファハー
ンに立 ち寄 った際の記事 の中で,滞 在場所 となった当地 の離 宮(doulat-khane)に つ いて,
「《バ ーゲ ・ナ グ シェ ・ジ ャ八 一 ン》 と名 付 けられ,気 候 と建 物 の良 さ(letafat・ehavava
'emarat)に お いては世のバーグの羨望 の的 とな って いる」 と記 して い る。(【KhT】659)こ
の記事 は,当 地 の離宮 が優美 で居心地 の良 いバ ーグと して名高か ったことを示 す と同時 に,そ
の立派 さが称 え られてい る宮殿施 設の建立年代が,第3代 シャー ・エスマーイール二世(在 位
1576-77年)の 時 代以前,お そ らくは,タ フマース プ時代 まで遡 る証拠 とな りうる。 エス マー
イール二世 はわずか一年半 ほ どの治世 の間,王 都 ガズヴィー ンの圏外へ は一歩 も出なか ったか
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らで ある。ハ レムサ ライの有無 につ いて はと もか く,タ フマースプ時代にはナグシェ ・ジャ八一
ン離宮 に王都 タブ リーズ と同様 の宮 殿施 設が既 に存在 して いた ことは,と りあえず確実視 でき
よ う。
ところで,Sarwar氏 は,910/1504-05年 冬期,オ スマ ン朝 スル タ ン ・バ ヤ ズ ィ ド二 世(在
位1481-1512年)か らの使節 が当時 エス フ ァハ ー ンで冬営中の サ ファヴィ一朝の宮 廷を訪れた
際,彼 らは再建 したばか りのバ ーゲ ・ナグシェ ・ジャハー ンで歓待 され たと して いる鋤。 当地
の離宮が エスマーイール一世 によ るエス ファハ ー ン征服直後 に再建 されていた ことを示す氏の
指摘 は,Quiring・Zoche氏 らに よ り踏襲 され,現 在 もその価 値 を認 め られ て い るお)。これは
Sarwar氏 が その製作年代 を1540～48年 頃に比定 して深 く依拠 して いた エ スマ ーイ ール一世
の年代記B.M.Or.3248写 本 を論 拠 とす るものなのだが,同 写本 の製作年代 は,現 在 で は羽田
亨一,A.H.Morton両 氏 の研究 に より確実 に17世 紀後半 まで下 が ることが実証 されて お り,
この見解 を直 ちに信頼 す ることはで きな い以)。この ため,ナ グシェ ・ジャハー ン離宮 に関 する
記事 を含 む16世 紀作成の史料 は,今 の所 【KhT】 以外 には見当 た らないのであ る。 同 時代史
料か らの記事 にこだわ るな らば,こ れ以上 の考 察 は困難で あるが,後 世作成 の史料 に同時代史
料で欠落 して いる史実 が全 く記 されていない とも言 い切れず,ま た,H章 で紹介 したエ スファ
ハ ー ンへ のハ ーネ ・クーチ移送事例 は,少 な くともタフマ ースプ時代 には当地 にハ レムサ ライ
が存在 したことを示す状況 的な証拠 とな りうるものなので,こ こで はあえて後世作成 の史 料ま
で検索範囲 を広 げ,ナ グシェ ・ジャハー ン離宮 にもゴム離 宮の よ うなハ レムサ ライがあ ったか
どうか,再 検討 してみ ることに したい2:)。
まずは,18世 紀 初頭 に編 纂 され た年代記7涜 短肋 一¢So娠 勉 に該 当記 事 が見 い出せ る。 タフ
マースプ一世が生前 に行 った慈 善活 動 の一 つ と して,シ ー ア派 第12代 エ マー ム ・モハ ンマ
ド・アルモ ンタゼル(耳a孝rat-e$ahebal-Zaman=Mahdi-yehadi)に捧 げ るべ くエ ス ファ
ハ ー ンに宮殿('emarat-e'ali)を 建造 した こと,上 記 のエマームにちなみ 《マフデ ィーの館》
CEmarat-eMahdi)と 名付 けられた こと,そ れ と同時 にハ レムサ ライ('emarat-eりaram-saray)
も建造 された ことな どが記 されて いる。 さ らに,同 書執筆年 であ る1115/1703年 時点 において,
前者 が王室文書館(daftarkhane-yekha§ §e)へ と転 用 され,そ の地 が 《四つ池 》(Chaha卜
houの の呼び名で知 られて いること,後 者 は王室絨毯工房 の内側 に位 置 して い るこ とな ど,
その説明 は極 めて詳細 かっ具体 的で ある26)。そ こで,こ の二棟の建物 が タフマース プ時代 のナ
グシェ ・ジャハ ー ン離宮 の宮殿建造物 であ った可能性 を念頭 に置 きさらに調べを進めると,我 々
は 《四つ池》 とい う地名 を手 がか りに,以 下 に述 べ る二点 の史料か ら,そ れ らが実在 した可能
性の高 さに加 えて,そ のおおよその位置 を特 定す ることもで きる。
まずは,17世 紀 の仏人宝石商 シ ャルダ ン作 の 『エスフ ァハー ン誌 』 で あ る。 シ ャル ダ ンの
い う 「新広場」,す な わちナグシェ ・ジャ八一 ン広場⑳ のアー リー ・ガープ 一門 に向か って右
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側 に は当時,《 四 つ池》の名 を冠 す る門があ り,そ こを くぐってチ ェヘ ル ・ソ トゥー ン宮方 向
に続 く路地 を しば らく進 む と 《アマ ラ ト・マハメ ドニメフデ ィー》 と 《アマ ラ ト ・シャ ・タフ
マ ス》 な る二棟 の建 物にた どり着 くとい う認)。彼 は前者 を第7代 シャー ・ア ッバ ース二 世(在
位1642-66年)逝 去 時点 で大宰相 を務 めていた ミー ルザ ー ・モハ ンマ ド ・マ フデ ィーMirza
Mohammad-eMahdi(1071-77/1661-66年在職)が 建造 した館 と説明 するが29),「シ ャー ・タ
フマースプの館」を意味す る後者 と並 び建 っていた事実 を考慮す れば,タ フマー スプが建造 し
た とされ る前述 の 《マフデ ィーの館》 が,17世 紀 後半 にな って大宰相の邸宅 に転用 され,《 ア
マ ラ ト・マハ メ ド=メ フデ ィー》 と呼 ばれるようにな った可能性 が浮上 す る。
この可能性 を さらに高 め るのが,『 エ スフ ァハー ン誌』 と同 じくシ ャー ・ソ レイ マー ン時 代
(在 位1666-94年)に 作成 されたペル シア語史料 丁痂 肋 一θ'Alam-ara-yeSα 拘擁 で あ る。 この
エ スマーイ ール一世 の一 代記 によれば,エ スマーイールが初 めてエス ファハー ンに入城 した際,
その座所 とな ったナ グシェ ・ジ ャ八 一 ンのバーグに宮殿('emarat)の 建造 が命 ぜ られた こと,
第12代 エマー ム(耳a孝rat・eSahebal-Amr=Mahdi-yehadi)のため の建 造 だ った こ と,そ
れ ゆえ に 《マ フディーの館》 と名付 け られた こと等 々が 明記 されてい る30)。
以上 で利 用 した諸 史料 はいずれ も後世 の文献 であるが,ナ グ シェ ・ジャ八 一 ン離宮の建設事
情 に関 す る限 り,そ れぞれの記述 には大 きな矛盾 はみ られない。 この点 はや はり重視 されねば
な るまい。 ナグシェ ・ジャハ ー ン離宮 にはまず,《 マ フデ ィーの館》が エ スマ ーイ ール一世 の
命 によ り建 造 され,そ の後,こ こをハーネ ・クーチの移送先 とする意 図を有 して いたタフマー
スプによ って,新 た にハ レムサ ライを付設 す るなどの大改築 がな された と推察で きる。 この仮
説 が正 しければ,16世 紀 当時のハ レムサライがあ ったの は,図1の 斑 点部 分 の辺 りとい う こ
とにな ろう31;。
IV.ア ル ガ ー ス ・ ミ ー ル ザ ー の イ ラ ン侵 攻 時 に 確 認 さ れ る
両 都 市 の 防 衛 態 勢
1548年ll月 に発生 した,サ ファヴィー朝の亡命 王子 アルガー ス ・ミールザーによ るイ ラ ン
侵攻事件 は,地 方都市 に移送 されていたハ ーネ ・クーチに対 して実際 に略奪 の危険が及 んだ唯
一 の機 会 と して注 目に値 する。 この時,ゴ ムとエス ファハ ーンは共 にアルガースの軍団 か ら攻
撃 されたが,こ れに対す る両都市 での抵抗 ぶ りには大 きな違いがみ られ た。本 章 では,特 に こ
の違 いを もた らした背景 に留意 しつつ,地 方都市 が八一 ネ ・クーチ移送先 となる ことの意味 を
考察 してみ たい。
シャー ・タ フマースプの異母兄弟 アル ガース ・ミールザ ーが オスマ ン朝 に亡命 し,王 権奪取
を 目指 して イ ランに侵攻 した ものの結局捕え られ,幽 閉の後 ほどな く獄死す るに至 った経緯 に
つ いて は,MirJa'fari氏 の研究 があ り,基 本的な事 実関係 につ いて は既 に明 らか に な ってい
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る惣)。これ を踏 まえた上 で,氏 が利用 しなか った 【TA】 や 【KhT】 な どの 同時代 ペル シ ア語
史料 か らの情報 を集め るだけで も,充 分 な研究 の深化 が望 め るが,本 稿 で は,さ らに万全 を期
して,ア ルガ ースの イ ラン侵攻事件 を リアル タイムで観察 した オスマ ン朝側の人間が書 き残 し
た回想録 【Hatlralar1】 を利用 す る鋤。 まず は,ア ルガースの軍 団 その もの につ い ての検討 か
ら始 めよ う。
1.ア ル ガー ス率 いるイラ ン侵攻軍
1548年7月27日,タ ブ リーズはス レイマ ン大帝 によ る三 度 目の占領 に遭 ったが,タ フマー
スプが当地 を含 む アゼ ルバ イジ ャン全土で展開 して いた焦土作戦 が効 を奏 し,ス レイマ ン率い
る遠征軍 は,糧 食欠乏 のためタブ リーズに4日 間滞在 しただけで7月 末 日に は早 々 と撤退 を開
始 した。(史 料6(b),【TA】98-99,【Mokaleme】50)アルガ ースによる侵攻事件 はその後 に発
生 したのだが,こ れが実現 に至 った背景 にはス レイマ ン,ア ルガー ス両者 によ る利害 の一 致が
あ った。
まず,ア ルガースの立 場か らいえば,タ フマースプによ り捕 え られてい る家族 を奪 回す るこ
と,そ して何 よ りもタフマース プを倒 して 自 らがサ フ ァヴ ィ一朝 の君主 とな ることを 目指 して
いた。 それゆえ,彼 の場合,早 々に撤 退す るス レイマ ンー行 と歩調 を合 わせ るわけにはいかな
か った。 サフ ァヴィ一朝 の宮 廷事情 に通 じて いた アブデ ィー ・ベイ ダによれば,ア ルガー スは
ス レイマ ンに対 して次の様に直訴 していた という蹴)。
私 を置 いてい って くだ さい。 バ グダー ドとコルデ スター ン方面 か らエ ラーグ地方 に向かい,
エスフ ァハ ー ンまで行 くっ もりです。 この機 会にキ ズ ィルバ ー シュのハーネ ・クーチを捕え,
エ ラーグ地方 を征服 してみせ ましょう。(【TA】100-101)
この発言 をみる限 り,彼 は当初 よ りキズ ィルバ ーシュのハーネ ・クーチ,な かんず くタフマー
スプのハ レムびとを捕 え ることを第一 の 目標に据えてお り,し か も彼女 たちがエス ファハー ン
に避難 している ことを充 分に承知 していた ことが窺 え る。サ フ ァヴ ィ一朝側 の最大 の弱点 であ
る八 一ネ ・クーチ集 団を狙 う作戦 は,ま さに身 内な らで はの発想 といえよ う。 また,タ フマー
スプによ り囚 われの身 とな ってい る妻子 たちがエ スフ ァハ ー ンに監禁 されてい ると考 えていた
節 もある。結果 的に彼 の妻子 たちは新 王都 ガ ズヴィー ンにいたのだが,少 な くとも人質 との交
換材料 にす るため,タ フマースプの八一 ネ ・クーチ集団を捕え よ うとす る思惑 があ った ことは
確かで ある。
一方,ス レイマ ンの立場 か らいえば,撤 退 す る自軍の後か ら,例 の如 くサ ファヴィ一軍 が追
走 して いるとい う問題 に直面 していた。 しか も,既 に オスマ ン朝 の領域 に入 っているに もかか
15
平野 豊
わ らず,追 手 の数が む しろ増 えて きて いる事態 に頭 を悩 ませ ていた。 サ ファヴィ一朝の主力部
隊 はこの時,撤 退す るオ スマ ン軍 を追走 した勢 いに乗 り,エ ル ジンジャー ンを包 囲 していた。
彼 はアルガースがエ ラーゲ ・アジャム境域 に到達 し,そ の知 らせが タフマースプの もとに届 け
られれば,必 ずや激 しい動揺 を引 き起 こ し,領 内か ら撤退す るはず だと考 え,ア ルガー スのイ
ラ ン侵攻 の希望 を受 け入 れたのだ った35)。
アル ガースに与え られた兵員 について,MirJa'fari氏 は 【AT】 な どのペ ル シ ア語 年代 記
の記述 に基 づ き5,000騎 と推定 している36)。また,氏 が言及 して いない軍団 の構成 については,
17世 紀前半 の オスマ ン朝年代記作者 イ ブラ ヒム ・ペチ ェヴィーが,カ プクル や ス ィパ ー ヒー
た ち(erbab-ltimar),エ ミールたちな どは一切与 え られなか った こと,ク ル ド人や な らず者,
異 教徒 たちか ら戦役 に向 いた者 を徴兵 した非正規軍 であ ったことを記 してい る37)Cこ れ はオス
マ ン朝 側 の公式 見解 といえ るが,ク ル ド人 や民兵(bOmi)と の混成部 隊 だ った とす るサ フ ァ
ヴィ一朝側 の見解 と も概 ね符 合す る。(【KhT】334)
しか し,事 件 当時 オスマ ン朝領 キル クークのサ ンジャク ・ベイを務 めて いたメム ン ・ベイに
よれば,ア ルガ ースの許 に集 まった兵員 は,当 地 で既 に8,000人(sekizbinmikdarler)に
達 してお り,さ らにバグ ダー ドか らはアラブ系遊牧部族 《カラ ・ウルス》Karaulusの 大 集 団
が新 たに加 わ ったという。(【Hatlalarl】16b-17a)ま た,ク ル ド諸侯のみならず,サ ンジャク ・
づイの歴任者 をは じめとするス ィパ ー ヒーたちもこれに参加 して いた と明記 されてい る。 そ も
そ もサ フ ァヴ ィー朝,オ スマ ン朝双方 の年代記にお いて,ア ルガースは,思 慮 が浅 く,人 望 の
ない,独 善的 な人物 として描 かれて いる点 には充分 注意 す る必要が ある。 サフ ァヴィ一朝側 に
と って アルガースは裏切 り者 の亡 命王子で あ り,彼 の人 物像を否定的 に描写す る必要 があ り,
また,一 方 のオスマ ン朝側 に とって も,ア ルガースに与 え られた軍団の構成 メ ンバ ーが クル ド
入 やな らず者 を主体 とす る非正規軍 で あっ・たと殊更 に強調す ることで,こ の遠征が もた らした
成果 の乏 しさを払拭 する意図 があ った と考 え られ る。つ まり,ア ルガースの軍団 に関 しては,
いわば第三者的 な立場 にあ った メム ン ・ベイの記述 の方 が,よ り実像 に近 い姿 を描写 してい る
と判 断で きるのであ る。我 々は,年 代記 レベルの史料か ら導 き出 され るより も遥 かに強 大な兵
力 を想 定 した上 で,議 論 を展 開す る必要が あるといえ よう認)。
この よ うに,ア ルガースの軍 団 は相当大規模な ものだ ったが,そ れ以上 に タフマ'一スプを驚
か せたの は領内 への侵入経路 であ った。 ス レイマ ンの許か らアルガースが 出立 した場所 につい
て は,デ ィヤ ー ルバ クル境域(hodOd-eDiyarbakr)とす る ガー ズ ィー ・ア フマ ドの 見 解
(【KhT】332)を 採用 したいが39),モ ースル到着以後 のアルガースの足取 りにつ いて は,メ ム
ン ・ベ イによ って極 めて詳細 に記録 されて いる。 モースルか らエスフ ァハ ー ンに至 るアル ガー
ス軍 の侵入経路 につ いては,以 下 の通 りで ある。
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モ ー ス ル →Dicle川&Zab川(渡 河)→ エ ル ビ ル → ア ル ト ゥ ン ・キ ョ プ リ ュ 川(渡 河)→
ダ ー ク ー ク県,及 び キ ル ク ー ク 県 → バ グ ダ ー ド→H含nlkin(Hanekiyye?)→ガ ス レ ・シ ー リー
ン→Liva-yiDerteng→Taht-ikisraderbendi→MahideSt→ビ ー ソ ト ゥ ー ン山 麓 → 夕 一 ゲ ・
ボ ス タ ー ン→Dinever→GUngUr城砦 →Saydava(Sadava?)→ハ マ ダ ー ン → ダ ル ゴ ズ ィ ー
ン→Sllahor→ ア ル ヴ ァ ン ド山 麓 →Hezar-hani夏 宮 地 →reran→POrhan→ゴ ム →S enci
野 営 地 → カ ー シ ャ ー ン→Gemre→ ゴ ル パ ー イ ェ ガ ー ン→ フ ー ン サ ー ル → エ ス フ ァ ハ ー ン
(【Hatlralar1】16b-18b)
発着の 日付が記 されていないが,こ の欠点 はペル シア語史料 で補 える。重要 なのは,そ れま
での オスマ ン軍 のイ ラン遠征 がすべて ヴ ァン湖 畔を経 由 してタブ リーズに至 る経路 で行 なわれ
てい たの に対 し,こ の度 の侵攻 は,コ ルデス ター ン地 方を経由 してハ マ ダー ンに侵入 して いた
とい う点で ある4()。これ は,1534年 秋,ス レイマ ン大 帝が両 イ ラク遠征往路 に通過 したル ー ト
をほぼ逆 に辿 った もので,前 代未聞 とまではいえない ものの,サ フ ァヴ ィ一朝側 では この経路
か ら領内 に侵入 される ことを全 く予期 していなか った41)。アルガース軍侵入 の第一報 は,ハ マ
ダー ン地方 に待機 して いたタフマースプの弟パ フラー ム ・ミールザ ーとチェ ラーグ ・ソル ター
ン ・オスター ジャルーのハーネ ・クーチが人質 となったとの知 らせ と共 に到着 したが(【ShT】
60,【Mokaleme】57),実 際には,彼 らがハマ ダー ン地方 に侵入後 に通過 した殆 どす べて の都
市 において,キ ズィルバ ーシュたちの妻子が その財産 もろ とも略奪 されてお り,ハ ーネ ・クー
チが敵 の標 的 とな りやす いというII章 で の想定が図 らず も裏付 け られた形 となって いる42)。
それは ともか く,ア ル ガースの軍団 は シャッヴ ァール月3日(1548.11.5)に ハ マ ダー ンを
占領 し(史 料6(b),【TA】101,【KhT】332),当地 で待機 して いたパ フ ラーム ・ミールザ ーの
ハ ーネ ・クーチを強奪 した。 そ して,捕 えた女性 たち(kanizan)を 軍団員 に分 け与 え,パ フ
ラームの二人 の子息43)を 同道 させた まま,ま ず はゴムへ とや ってきたのであ る。
2.ゴ ムでの抵抗
皿章 第2節 で紹介 した ように,1503年 秋,ゴ ムのキ ャラー ンタルだ った モサ イ ヤ ビ一家 の
当主 アーガー ・ホセイ ンは,ゴ ム離宮 の敷地 内 にハ レムサ ライを建造 し,新 たな支配者 となっ
た エスマーイール一世 に臣従 の意 を表 明 した。 その後,彼 の子息で ハ レムサ ライ建造 を監 督 し
た アーガー ・ファ トフォッラー.は,ゴ ムの高位 のセイ イ・エ ドたち,カ ーデ ィーたち,そ の他の
名士 たちや一般住民 と共 に,当 時 ハマ ダー ンに滞在中の エスマーイールの許 に表敬 に訪 れ,ゴ
ムへの来訪 を願 った。 エスマーイールは彼 らの希望 を受 け入れ,そ の年 の冬 を ゴムで冬営 す る
ことに決あ ると同時 に,彼 らが生来 の シーア派 であ るとい う理 由か ら,他 の都市 の名士 た ち,
住民 た ちに勝 る特権 を与 えた。 エスマーイールの宮 廷が ゴムに到着す る と,ア ーガー ・ホセイ
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ンは沢 山の贈 り物を献上 し,連 日盛大 な歓 迎の宴 を繰 り広 げた。
彼 らの もて な しに大 いに満足 したエ スマ ーイール は,《 ホセイ二一イ ェ修 道場 》 に 出向 き,
隠遁 中の アーガー ・ホセ イ ンと会見 し,過 去の罪 を赦 して隠遁生活 を止 め させ た。 彼 に対 して
は,ハ レムサ ライ建 造の功績 によ り,既 に褒賞 として豪華 な馬具一式 が与 え られていたのだが,
特例 と して,さ らに,冠,腰 帯,賜 衣,着 飾 った4頭 の駿馬 が下賜 され,引 き続 きゴムのキ ャ
ラー ンタル と しての地位を安堵された。そして,ま さにこの時,彼 の子息 アーガー ・ファトフォッ
ラーに対 して,「 在郷軍 団の保有 とその行使権 」(dara'ivaomUr-esepahi・yemolk)が与 え
られ たので あった。(【KhT】80)
このよ うに,ア ー ガー ・ホセイ ンは引 き続 きゴムの有力者 としての地位 を確 保 し,モ サイヤ
ビ一家 に は在郷軍団の保 有 などの特権 が認 め られた。仮 に これ らがア クコユ ンル朝時代 に既 に
与え られて いた権益 の追 認で あ った として も,サ ファヴィー王家 か らの絶 大な信頼の証 である
点 に変 わ りはな い。 彼 らが所有す る所 とな った在郷軍団 は,十 二 エマー ム派の聖地 を守護す る
存在 と して いか にも頼 も しげに映 る。
と ころが,意 外な ことに,そ の45年 後の アル ガース軍の襲来時,ゴ ムは殆 ど無 抵抗 の うち
に征服 されて しまってい たの であ った。 その顛末 について,ガ ーズ ィー ・アフマ ドは次 のよう
に記 してい る。
アルガー ス到来 の知 らせが ゴムに届 いた時,[当 時 ゴム知事 で タフマー ス プの宮廷 軍 に随
行 していた]印 璽 官の シ ャーゴ リー ・ハ リーフ ェか ら当地 のヴ ァズ ィールに任 じられて いた
ミールザー ・アターア ッラー"A串ef-jah"Mirza'Ata-allahは,セイ イ ェ ドや名 士 た ち と共
に当地 か ら脱 出 し,タ ムガチたち(jam'iaztamghachiyan)に命 じて城砦 と市壁(qal'eva
he§ar)を 厳 重 に封鎖 させた。
その後,ア ルガ ース ・ミールザー は町 の城外 に到着 し,下 馬 した。包 囲攻撃 が命ぜ られ,
一,二 日遂行 された頃,ア ルガースの軍営 の真向 かいに位置 し,サ ー ヴェ門 に接 す る市壁 の
一辺 が突 破 された。 ゴムにとどま っていた一部 のセイイェ ドたち,例 えば,今 は亡 き ミール ・
セイイ ェ ド ・ア リー ・ラザ ヴ ィーMirSeyyed'Ali-yeRa孝aviやファーテメ廟 で勤行す る セ
イイ ェ ドた ち(sadat-eAstane-yemoqaddase-yemonavvare-yeMa'§Ome)等々 は,や む
な くアル ガースを迎え入れ,彼 は上記 の年(=ヒ ジュラ暦955年)シ ャッヴ ァール 月18日
(1548.11.20)に ゴムに入城 した。(【KhT】332-33)
これ によれば,ア ルガ ースの軍団が ゴムに到着す る直前,当 地 の ヴァズ ィールを は じめ,一
部の セイイ ェ ド,名 士 た ちはいちはや くゴム地方か ら脱 出 して しま った ことがわか る。 その代
わ り,商 税徴収 のため市 門の警護 にあた っていた タムガチたちを後 に残 し,城 砦や市壁 を封鎖
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させたのだが,充 分な武力 を持 ち合わせ ていない彼 らには アル ガー スの軍団 による攻撃 を二 日
と耐 え ることが出来なか った。 ゴムの在郷軍団が この時点 まで モサ イヤ ビ一家の管轄下 に置か
れていた どうか は議論の余地が ある もの の,サ ファヴィ一朝期 に入 ってか らの最初 の外敵 の襲
来 に際 し,こ れ らが有効 に活用 され た形跡が全 くない ことだけ は確かで ある")。
アルガ ースの軍団 はゴムに入城 した後,当 地 のエス ファハー ン門近 くのサ フィー ・アーバー
ド広場 に駐留 し,こ こを拠点 に数 日間市 内を略奪 した。(【KhT】333)4:)メ ム ン ・ベイ に よれ
ば,彼 らはゴム知事 シ ャー ゴ リー ・ハ リー フ ェMUhUrdar-i$ahkuluHalife(→史 料2)の
従 者たちの妻子 とその財産 を略奪 したほか,当 地 にあ った タフマースプ所有 の幾つ かの武 器廠
(cebehane)か らは多数 の武器 やよろいをすべて持 ち去 ったとい う。(【Hatlralar1】18a)こ れ
は,ゴ ムの住民 たちが多数 の武具 に恵 まれなが らあえて徹底交戦を避 けて いた証拠 ともなろう。
また,こ の間,近 隣 の レイの町 に も別動隊が派遣 され,キ ズィルバ ーシュの高官 たちの妻 子と
財 産が略奪 され た。(【Hatlralar1】18b)
ゴム,レ イの略奪 を終 えたアルガース軍 は,カ ーシ ャー ンに進み,同 じよ うに略奪 を行 な っ
た。王室直轄領 だ った当地 に保管 されていた タフマ ースプの財産がすべて強奪され,町 の ポジャ
た ちか らも銀貨(knlliceakGe)が 強制 的に徴 収 された。(【Hatlralar1】18b)さ らに南進 して
ゴル グの野(Dast-eGolg)に 至 ると,そ の地 にいた タフマース プの軍 馬や馬 具,及 びそ れ ら
を作 る職人 たちを捕 え,彼 らも連行 した。(【TA】101)
このよ うに,ハ マダー ン地方侵入以来,ま さに連勝街道 を遭遣 して きたアルガースだ ったが,
その頃 オスマ ン兵 に捕 え られ,彼 の許 に連行 されて きた一人の男が悪 い知 らせを もた ら した。
タフマースプによ るエル ジンジャン攻略戦 に従者 と して参加 した後,郷 里のカーシャーンに戻 っ
て来 たとい うこの男 は,タ フマース プの軍 が今 まさに接近 中で ある と証言 したのであ る。 これ
を聞 いて焦 ったアルガース は,財 貨 の略奪 に夢中 にな って いた軍団 の足 を早 め,急 ぎエスファ
ハ ー ンに向か った とい う。(【AT】434,【KhT】333)
3.エ スフ ァハー ンでの抵抗
II章 で示 した通 り,ス レイマ ン大帝 の第3回 イ ラ ン遠征が開始され る直前 に,宮 廷の八 一ネ ・
クーチは慣例 どお りエ スフ ァハ ー ンに移送 されて いた。 アブデ ィー ・ベイダによれば,エ スファ
ハー ンに移送 され た八 一ネ ・クーチには,シ ャー ・タフマ ース プのハ レム(りaram-e'alayhe
'aliye)を 構成す る大勢 のハ レムび とのほか,武 官や文官,さ らには近習 そ の他 の宮廷 び との
家族 たち も含 まれて いたという。(【TA】101)
これ らを当地 に運んだ移送役 と しそ,ア ブデ ィー ・ベイダは,セ イイェ ド・ベイダ ・キ ャムー
ネSeyyedBeyg-eKamnneの名 を(【TA】97),ま た,ガ ーズ ィー ・ア フマ ドは,当 時 タフ
マ ースプの大宰相(vakilal-saltane)を 務 めていたセイ フィー家 当主 ガ ー ズ ィー ・ジ ャ八 一
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ンの子 息 ミールザー ・シャラフ ・ジ ャ八 一 ンMirzaSharafeJahanの名 を(【KhT】334),
それぞれ挙 げて いるが,こ れは宮 廷か らの八 一ネ ・クーチの移送が少 な くと も二派 に分 けて行
なわれた ことを示す もの である。
二人 の移送役 には,そ のまま当地 で待機 してオ スマ ン軍の来襲 に備え るよ う命令が下 されて
いたが,両 者 の責任分担 には若干 の違 いがみ られた。 まず,ハ レム侍従長で もあ ったセイイ ェ
ド・ベ イダは,八 一ネ ・クーチ集 団の安全を守 る責 任か ら,当 地 に派遣 され ていたハ レム護衛
隊の総指揮 を担 っていた。 彼 はハ レム護 衛長(yasavol-bashi-yeqorchiyan-eharam)のソ
レイマ ー ン ・ベ イダ ・マ レコノ ウル 。ゾルガ ダルSoleymanBeyg-eMalekon-oghli-yeZO
al-Qadar率 い るハ レム付 きの コル チ兵た ちと共に アルガース軍 と対 戦 した(【TA】101)。 ま
た,956年 モハ ッラム月/1549年2月 の 日付 を持つ タフマ ースプ一世の マ レク ・ガユーマルス ・
ロスタム ダールMalekGay⑰marth-eRostamdar宛て勝 利報告書(fath-nam∈)(以 後,文 書
Aと 略記)46)に よれ ば,ア リー・ベイ ダ・ガー ジ ャール'AliBeygb.AmirKhan・eQajar-e
Amir・eDivan,ヘ ズル ・ソル ター ン ・ル ームルーKhe軍Soltan-eRnmlUの2人の武 将 が,
ガー ズィーたち,及 び総勢300名 の ボイ ・ノウキ ャル47)と 共に参戦 して いたとい う。
これに対 し,宮 張 のア ミール(mir-eordU)だ った シャラフ ・ジャ八 一 ンは(【KhT】270),
タフマ ースプの名代 としてエス フ ァハ ー ンの住民側 との調整役 を務 めた。8,000を 越 え るアル
ガー スの大軍 に対抗 するには,ハ レム護衛隊 の兵力 だけで は全 く足 りないのは明 らかで,エ ス
ファハ ー ンの住民 たちの協 力が不可欠だ ったからで ある。 当時 の住民側代表 は,当 地 で代 々ナ
キー プを務 めて きたホセイ ン系 セイイェ ドの名家 シ ャフ シ ャ八 一 ン家 の 当主 シ ャー ・タギ ー
・ オ ッデ ィー ン ・モハ ンマ ドShahTaqial-DinMohammadと,そ の弟 ミール ・ギ ヤー ス ッ
デ ィー ン ・モハ ンマ ドMirGhiyathal-DinMoりammad-e"Mir-emiran"の二人 で あ ったが,
Quiring-Zoche氏 の研究 によれば,彼 らの母親 はガーズ ィー ・ジャ八 一 ンの娘,す なわち,彼
ら二人 と シャラフ ・ジャ八一 ンとは従兄弟の間柄だ った という48)。シャラフ ・ジャハ ーンは元々
この種 の調整役 を得意 として いたが,今 回彼 が抜擢 され た大 きな理 由の一 つ にこの親 戚関係が
背景 と してあ った ことは間違 いない。
さて,ア ルガ ースの大 軍が接近中 であ るとの知 らせが伝 わる と,シ ャフシャ八 一 ン家の影響
力 によ り近郊 の諸都市 か ら大勢 の人間が エス ファハ ー ンに集 め られたが,こ れ は半 ば崩れか け
て いた当地 の市 塵を修復 ・補強す るために多数 の人手が必要 と されたためで あった。 これ には
シャ ラフ ・ジャ八一 ンも協力 し,彼 らは完壁 な方法 で市壁 を封鎖 し,ま た,敵 の砲撃 に備 える
べ く胸培(borjobare)の 強化 に務 めた。(【AT】434,【KhT】334)4!)
また,こ の時八 一ネ ・クーチ集団 がど こに いたのかとい う問題 も重要 であ る。 メム ン ・ベイ
によれば,ア ル ガースの軍団が エス ファハー ンに到着 した際,当 地 にいた 《セイイ ド・マ ンス
ル ・ケマー ネ》SeyyidMansurKemaneなるクズルバ シュのベ イが,多 数の兵士 たち と共 に
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イス ファハ ンの市壁(isfahanhisan)を 封鎖 し,当 地 を征服 せん とす るアル ガ ースの野 望 を
阻止 した とい う。(【Hatlralarl】18b)《 セ イイ ド・マ ンスル ・ケマーネ》 とは,セ イ イ ェ ド・
マ ンスール ・キ ャムーネSeyyedMan§Orb.SeyyedMoりammad-eKamUne,すなわ ち,上
記の セイイ ェ ド・ベイ ダ ・キ ャムー ネを指す と考 えてよいが(【TA】95),ハ レム侍従長 の立
場 にある者 がエス ファハー ンの市壁封鎖 戦 を指揮 していた ことを示 す この記事 か ら,ハ ーネ ・
クーチ集 団が当地 の市壁 内 にいた ことはまず確実 であ る。 なかで も最 も安全 な場所 に避難 して
いた と考 え るのが妥当 だが,Gaube,Wirth両 氏 の研究 によれば,当 地 の市壁 は14世 紀 まで
には ブワイフ朝時代建造の タバ ッロク城砦(Qal'e-yeTabarrok)を内側 に取 り込 む形 で 築か
れていた とい う。(→ 図3)タ バ ッロク城砦 が市壁内 にあった唯一 の城砦 だ った こと,し か も,
イ ラ ン随一の堅牢 さ(【KhT】852)を もって知 られて いたこ とか ら,八 一ネ ・クーチ集 団 は
ナ グシェ ・ジャ八 一 ン離宮 のハ レムサ ライを離 れ,こ の城 砦内 に避難 して いたものと判断 され
よ う。
この ような状況 の中,と うと うアルガース軍 が到着 し,市 壁外 において戦闘の火蓋が切 られ
た。 この時,セ イイ ェ ド・ベイ ダ"'Amarat-ma'ab"SeyyediBeyg-eIshik-aqasiを中心 とす
るハ レム護衛隊 に,「 ファラ一八 ンとエス ファハ ー ンの歩兵隊か ら2,000名(40初 編7η 碗7αg
初yδ4¢雁 ッθFα7励 伽"αEψ 擁 π)」 が加勢 した との記録が ある。(文 書A,p.185)こ の戦 闘 に
歩兵 隊が参加 して いた ことはハサ ン ・ベイ ダも言及 して い るが(【AT】434),こ れ は,ゴ ム
と同様 に,エ ス ファハー ンに も在郷軍 団の保 有 とその行使権が認 め られていた証拠 となろ う。
エス ファハ ー ンの軍事力 について は,既 に羽田正氏 による先行研究があり,当 地の一名家 フー
ザーニー家 の ミールザー ・ジャーン ・ベ イダMirzaJanBeygb.YarAりmad-eKhOzaniが,
当時,町 の守 備隊長 にあたるダ.ロゲ(darUghe)を 務 めて いた こと,「 す べて軍 人 や軍人 の息
子 であ った従兄弟 や親戚 たち と」 アルガース軍 の攻撃 か ら町を防衛 した ことが紹 介 され,同 家
が有 する軍事 的実力 が指摘 されてい る50)。氏 の指摘 は,セ イイェ ドの家系 ではない フーザーニ一
家 が,な ぜ16世 紀 のエス ファハ ー ンで名家 と して認め られ るに至 ったのか とい う問題 意 識に
た ってな された ものであ るが,こ れを以 って,文 書Aに 登場す る歩兵隊が すべ て フーザ一二一
家 に帰属 して いた と速断す ることはできない。 その理 由 は二点 あ る。一 つ は,氏 が論拠 と して
いる・4たαZα♂一丁α流灯肋 は,17世 紀前半 に一族 の後 衛によ り作成 された史料で あ り,当 然 なが
ら父 祖の偉業 を強調 して いるき らいが見受 け られ ること。 もう一つ は,本 稿で利用 した同時代
史料 には,彼 らフーザーニ一家 の奮戦 ぶ りを示 す記事 が見当た らないことで ある。
このことは,上 記 のジ ャー ン ・ベイ ダが当地 の ダロゲを務 めて いたことや,フ ーザ一二一家
が軍事力 を保有 していた こと自体 を否定 す るもので は必ず しもないが,同 時代史料 の該 当記事
の中 で 「その他 の名士 たち」扱 いを されて いるフーザ 一二一家が相当 な軍事力 を保有 していた
ので あるな らば,エ ス ファハー ンの住民 代表 と して唯一家名が挙 げ られている シャフシャ八一
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ン家 に も,当 然 それ と同等,少 な くと もそれに準ず る程度 の軍事的実力が あ った とみなすべ き
で はな いだろ うか。 ゴムのモサイ ヤ ビー家が住民 側 の代表者 という立場か ら在郷軍団 の保有 を
認 め られ た経緯 を見 て きた我 々は,一 層 その感を強 くす る。
ともか く,こ の在郷軍団 は都市 防衛戦での勝利 に大 き く貢献 した。 アル ガースはハ マダー ン
地方 に侵入 して以来,こ れまで抵抗 ら しい抵抗に遭 うことな く,エ ラーゲ ・アジ ャムの諸都市
を占領 して きた。彼 はエス ファハ ー ンで も,戦 わず して城 門が開かれ るもの と思 って いたの だ
が,実 際 には,町 の住民か ら入城 を きっぱ りと拒否 された。 彼 らの姿勢 は アル ガース軍 の砲撃
が開始 されてか らも変わ ることはな く,エ スファハー ンの人 々は銃 で敵兵 を派手 に撃 ち殺 した
とい う。(【KhT】334)こ れ らの武器 は,八 一ネ ・クーチ と共 に当地 に移送 され て きた オグ ロ
グや,ゴ ム同様 に当地に もあった はず の タフマースプ所有 の武器廠か ら調達 され,住 民 たち に
配 られ ていた もの と考え られ る。 この戦闘 でアル ガース軍側 では少 な くと も300名 の戦 死者 を
出 し,ま た,ハ マダー ンでパ フラーム ・ミールザ ーの宮張か ら強奪 してきた馬 や らばな ど戦 利
品の一部 を奪還 された。(文 書A,p.186)
とか くす る うちに,つ いにパ フラーム率 いる宮廷 か らの大援軍が到来 した。 この知 らせに震
え上 が ったアルガースは,エ ス ファハ ー ンの 占領 とタフマ ースプの八 一ネ ・クーチの強奪 を断
念 し,ズ ー ・アルカーダ月1日(1548.12.c),当 地 か ら撤退 したのだ った`')。
少 々長 い説明 とな ったが,こ こにおいて我々は,宮 廷 と地方都市 との間で結 ばれ た戦時協力
関係 が見 事成功 を収 めるに至 った経緯 を確認 できたわけであ る。
V.宮 廷と両都市との相互依存関係
以上 で,ア ル ガー ス軍のイ ラ ン侵攻 とい う,サ フ ァヴ ィ一朝成立以来最大級 の脅威 に さらさ
れた際 にみ られた ゴム,エ ス フ ァハ ー ン両都市の防衛態勢 を確認 した。外敵 によ る占領 を阻止
した いとい う思 いは両都市 に共 通 して いたはずだが,実 際 の抵抗ぶ りはこのよ うには っきりと
した違 いとな って表 われた。 この差が何 に起因す る ものだ ったのか を考え るな らば,や は り,
八一 ネ ・クーチ集 団が,ゴ ムではな くて エスファハ ー ンに移送 されて いた とい う事実 が深 く関
係 して いたとみ るほか ない。
エ スフ ァハ ー ンの場合,住 民代表 者であ るシャフシャ八 一 ン家のセ イイ ェ ドたちは,単 に現
地 に踏 み とどま っただけでな く,近 郊の諸都市か ら多数 の人手 を集 めて市壁を補強 し,入 念 に
守 りを固 めて いた。 これに対 し,ゴ ムの場合,当 地 の ヴァズィールや高位のセ イイェ ドたちの
多 くは,ア ル ガース軍が到着す る以前 に早 々 と郊外 に避難 して しまい,城 砦 や市壁の封鎖 も少
数の タム ガチ たちに委ね るだけであ った。 つ まり,ゴ ムに明 らかに欠 けていたの は,市 壁を厳
重 に封鎖 しよ うとす る住民代表者 たちの姿勢 だった。 ただ し,こ れは,彼 らや ゴムの住民 たち
が勇敢 さや結 束 という点で エスフ ァハー ンに劣っていたとい うことを必 ず しも意 味 しな い。 こ
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の時,当 地 にはハ レム護衛隊が駐 留 して いなか ったか らである。 むろん,ハ レム護衛隊の兵力
も単独 で アルガ ースの軍団を撃退 で きるほど強大 ではな く,八 一ネ ・クーチの安全確保の ため
には住民 たちに よる市壁封鎖への協力が不可欠 だ ったが,エ ス ファハー ンの住民た ちは,外 敵
の侵入 をあ くまで も阻止 しようとす る点でハ レム護衛隊 と目的を同 じく して いだか らこそ,危
険 を承知 の上 であえて市内 にとどまり,市 壁補強 のために膨大 なエネルギーを投 じたのだ った。
そ して,こ のよ うな住民側 による徹底 交戦 の意思が あ って,は じめて在郷軍 団を行使 しえ たの
だ と考 え られ る。両 都市 が有 して いた在郷軍団 の規模 や城砦 の堅牢 さなど,基 本的な防衛能力
には さほど大 きな差 はなか ったので はないだろ うか。 アルガースの大軍 を前 に して ゴムの在郷
軍団 が全 く行使 されなか ったのは事実だが,こ れはエスフ ァハー ンのそれ と比 べて劣 って いた
証拠 にはな らな い。 在郷軍 団 とはそ もそ も,地 方 で発生 する小規模 な内乱 に対応 で きる程度の
兵力 だ ったはずだか らであ る。
さ らに,エ ス ファハ ーンの住民 たちが徹底交戦 を選ん だ背景 には,現 実 的な計算 に基 づ く冷
静 な判断 が垣 間み られ る。 彼 らはサ ファヴィー王家 にと って最 も大切 なハ レムび とを市 壁内に
匿 っていたのだが,こ れによ り,ハ レム護衛隊 の戦力 を防衛戦 に利用 で きたのみな らず,い ず
れ宮廷 か ら多数 の援軍 が駆 けつけ ることも,半 ば保証 されていたよ うな ものだ った。危 機的状
況 が都市 に及 んだ場 合で も,こ れがサ フ ァヴ ィー王家 に も共通 の危機 と して認識 され るという
状況 が設定 されていたわけであ るが,こ れ は宮廷 と都市 との間 に相互依存 の関係 が形作 られて
いた ことを意味 しよ う。 このよ うな両者 の関係 は,共 通 の敵 と戦 うことによ り,さ らに厚 い信
頼関係 へ と発展 してい った。 アブデ ィー ・ベ イダによれ ば,シ ャフ シャ八一 ン家 を は じめ とす
るエス ファハー ンの住民 たち は,「 タフマースプ陛下 は我 々を信頼 されて御 自分の八一ネ ・クー
チ を我 らが町 に派 遣 され たの だ!(Shah-E鹿 ηψαη動barmaθ 捻窺δ4肋 冠名 航 伽 θ一纏 訥一2
肋04δ θs肋 加 θ禰 ル箔2s短4θ)」 と して 自 らを勇気 づ け,町 の守 りを固 めて い た とい う。
(【TA】101)
この記事 に明記 されてい る 「信頼」 という言葉 は,宮 廷 と両都市 との関係 を語 る上で重要な
キー ワー ドとなろ う。宮廷側 では両都市 に他の都市 を上回る信頼を寄せていたか らこそ八 一ネ ・
クーチの移送先 に選定 したのであ り,一 方,両 都市 の側 で も,非 常時 におけ る防衛 態勢 の強化
を もた らす もの として八一ネ ・クーチ集 団を歓迎 したの だ った。宮廷 と地方都市 との間に この
よ うな関係 が成立 していた例 を,筆 者 は寡聞 に して知 らない。戦時 におけるハーネ ・クーチの
都市移送 は,お そ らくタフマース プ独 自の方 策 だったと思わ れる。 アルガースのイ ラ ン侵攻を




V[.お わ り に
本稿では,タ フマースプ一世の治世五十二年間を考察期間として,戦 時における宮廷からの
ハーネ ・クーチの分離 と地方都市への移送事例を分析 した。戦場にハーネ ・クーチを同行 しな
いという方針 自体は,チ ャルデラー ンの戦いで惨敗 した後,エ スマーイール一世により既に決
定 されていたのだが,東 方への対 シャイバ一二一朝ホラーサー ン遠征出立時には聖都 ゴムへ,
西方か らのオスマン朝遠征軍来襲時にはエスファハーンへと,そ れぞれの危険度に応 じた都市
利用を行なったのは,タ フマースプ独 自の方策であった。
両都市には,ハ レムサライが存在 し,在 郷軍団を保有する特権が認め られていたという共通
点が見い出せる。ただ し,ハ ーネ ・クーチ集団の安全快適な滞在を可能 にするこの二つの条件
が両都市 に備わるに至った経緯は一様ではなかった。聖都 ゴムのハ レムサライはサファヴィー
朝最初期に,住 民側の臣従の意を示すものとしてエスマーイールに献 じられ,こ の功績により
在郷軍団の保有が認め られた。時系列に沿 って並べると,八 一ネ ・クーチの都市移送の初期の
事例が ゴムに集中しているのはそのためである。 これに対 し,エ スファハー ンの場合,オ スマ
ン朝の来襲を予期していたタフマースプにより,ゴ ムに遅れること久 しくしてハ レムサライが
整備され,在 郷軍団の保有 も認め られたと考えられる。
また,両 都市 はサファヴィー朝の建国以来たびたび宮廷冬営地となり,王 家 との信頼関係を
深 めていたという点でも一致 している。宮廷側では,拠 点都市として満足に機能 していなかっ
た王都タブリーズの代替地 として両都市に戦時協力を求めたが,一 方,進 んでこの申 し出を受
け入れた都市側の思惑 も,決 して無私の奉仕ではなかった。八一ネ ・クーチの移送先 となるこ
とで,ま ずはハレム護衛隊の駐留を確保 し,さ らに有事の際には必ずや宮廷からの大軍が救援
に駆 けつけるという形を確保することで,確 実に外敵の侵入を防ぎうるというしたたかな計算
があったのである。従来,サ ファヴィー朝を含む遊牧民王朝と諸都市との関係は,王 権による
都市住民の富の吸収と,そ の見返 りとしての外敵か らの生命と財産の安全保証という単純な図
式で説明されてきた。 しかし,本 稿で得 られた成果により,こ のような従来の見解は,今 後再
検討を余儀なくされたといえよう。
最後 に,ハ ーネ ・クーチの都市移送事例は,宮 廷 と地方都市との関係という観点 とは別に,
ハ レム勢力の政治介入への抑制策 としての側面からも細か く検討される必要がある。戦時 とは
いえ,政 治的にも大きな影響力を有 していたとされる彼女たちに移送役を付け,宮 廷 とゴム,
エスファハーン両都市との間を意のままに往復させていたタフマースプは,彼 女たちをほぼ完
全に制御することに成功 していたと考え られるからである。 このような内政面での諸問題につ
いては,近 く稿を改あて考察 したいと思 う。
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に至 った とい う(【TA】56,73)。 タ フマ ー ス プ 時 代 の 宮 廷 事 情 や,タ ブ リー ズ,ガ ズ ヴ ィー ン両 王
都 に お け る 出来 事 に精 通 して いた 彼 は,一 族 発 祥 か ら978/1570-71年 に至 るサ フ ァヴ ィ ー王 家 の歴 史
書 【TA】 を 執 筆 し,タ フ マ ー ス プ の王 女 パ リー ハ ー ン ・八 一 ノ ム に献 じた。 ま た,彼 には 《ノ ヴィー
デ ィー》 の筆 名 で遺 した 多 くの詩 作 品 が あ り,サ フ ァヴ ィ一朝 史研 究 の た め の 韻 文 史 料 と して近 年 注
目 さ れ て い る。
35)も ち ろ ん 侵 攻 の 目的 は一 つ だ け に限 らな か った だ ろ う。MirJa'fari氏 は ア ル ガ ー ス が イ ラ ンへ の
再 侵 攻 を 熱望 した理 由 に つ いて,肱 勲 ん一戯4如 〃短 短・yθ且 δ面s歪 を 典 拠 と して,キ ズ ィ ル バ ー シ ュ
た ち が心 中密 か に 自分 を 支 持 して お り,自 分 が イ ラ ンの地 を踏 み さ え ず れ ば 必 ず 足 元 に参 集 す るで あ
ろ う と考 え て い たた め と説 明 して い る。(MirJa'fari,op.cit,p.162)また,オ ス マ ン朝 側 の 見 解 と し
て は,例 え ば ペ チ ェ ヴ ィ ー に よ る と,ス レイマ ンは アル ガー スか ら,エ ス フ ァハ ー ンや ゴ ム,カ ー シャー
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平野 豊
ンの 諸 地 域 に は タ フマ ー ス プ や そ の 兄 弟,キ ズ ィル バ ー シ ュの 高 官 た ち が所 有 す る宮 殿 や バ ー グ,商
館 や 駅 停 宿 場 が多 数 あ り,そ こに は 高 価 な金 品 が数 え 切 れ な い ほ ど あ る な ど と再 度 派 兵 す る メ リッ ト
を 聞 き,こ れ を 承 諾 した と い う。(PeCeviIbrahimEfendi,7h融4飽go砿(ed,,Fahrit.Derin),
Istanbul,1980,p.27i.)た だ し,こ れ らの説 は いず れ も同 時 代 史 料 か らの 情報 に 基 づ く も の で は な い
の で,本 稿 で は と りあ えず 参 考 程 度 に と どめ て お く。
36)MirJa'fari,op.cit,p.162.なお,ガ ー ズ ィ ー ・ア フ マ ドは 「5,000～6.000騎 」 てbapanjsheshsavar)
と若 干 多 めの 数 値 を 記 して い る。(【KhT】332)
37)ペ チ ェ ヴ ィ ー は,オ ス マ ン兵 の大 多 数 が アル ガ ー ス を嫌 悪 して い た こ と,ス レイ マ ン自身 もま た彼
に は 信 用 で き な い部 分 が あ る と考 え て い た こ とを記 して い る。 た だ し,軍 団 の 兵 員 数 に 関 して は,
「数 千 人 」(birkagbinadamile)とそ の数 値 はや や 曖 昧 で あ る。(7セ 励 一f地ρθ厩p.277,)
38)メ ム ン ・ベ イに よ れ ば,ダ ー ク ー ク県,及 び キ ル ク ー ク県 に お い て ア ル ガ ー ス の 許 に 集 結 し た
8,000の 兵 の うち に は,HaclFerhadBeg(バグダ ー ド地 方 某 県 の 前 サ ン ジ ャ ク ・ベ イ),D6nmez
Beg&AhlnedBeg(共にBacevanの サ ン ジ ャク ・ベ イ),KaytmazB曙(Karatepe県の前 サ ンジ ャ
ク ・ベ イ),Masum&Kalender(共に有 力 クル ド諸 侯)の 名 が 明記 され,そ の他 に も多数 の テ ィマ ー
ル 保 有 者,ク ル ド諸 侯 が ア ル ガ ー ス軍 に参 加 して い た と い う。 ま た,カ ラ ・ウル ス 部 が イ ラ ン戦 役 に
参 加 した理 由 は,そ の部 族 長 が サ ンジ ャ ク ・ベ イの 地 位 を欲 した た め で あ り,彼 らは メ ム ン ・ベ イを
介 して ス ル タ ンか ら正 式 な承 認 を 得 た と い う。(【Hatlralar1】16b-17a)
39)メ ム ン ・ベ イ は,ア レ ッポ か らだ った と考 え て い た 。(【Hatlralarl】16b)
40)MirJa'fari氏 は,ア ル ガ ー スが イ ラ ンに侵 入 した ル ー トに つ い て,Karkube(Karkuye?)→シ ェ
フ リゾル → エ ラー ゲ ・ア ジ ャム地 方 と い う経 路 を採 った と述 べ て い る。(MirJa'fari,op.cit,p.162)
これ も7凌 π肋 一戯4～ α7π一σ短一y¢を曲 面siを 典 拠 と して い る と思 わ れ るが,同 時 代 史 料 に は 同 様 の 記 事
が 見 当 た らず,ま た,シ ェ フ リゾ ル 出 身 の メ ム ン ・ベ イに よ る詳 細 な記 録 と も一 致 しな い こ とか ら,
そ の 誤 り は明 らか で あ る。
41)Na争uho's-Silabi(Matrakgi),β¢y伽 一z1吻πδ劃 一ZS吻 γ一f7短 んθyη4Sultan∫ 露♂θア禰 π 脚 臥(trans.
withintro.&notes,HUseynG.Yurdaydm),Ankara,1976,pp.90-94.お よ び,付 録 の 両 イ ラ ク遠
征 駅 停路 線 地 図(前 掲 拙 稿 「ガ ズ ヴ ィー ン遷 都 の予 備 的考 察」22頁 に も転 載)を 参 照 の こと。
.42)メ ム ン ・ベ イに よれ ば,ア ル ガ ー ス の軍 団 に よ る本 格 的 な 略奪 行 為 は,タ ーゲ ・ボ ス タ ー ンの次 の
滞 在 地 で あ っ たDineverの 町 で初 め て行 な わ れ た。 ゴム に至 るま で の 被 害 状 況 に つ い て,侵 攻 ル ー
トに 沿 って ま とめ る と次 の よ う に な る。
Dinever(当 地 知 事 チ ェ ラ ー グ ・ソル ター ンの従 者 た ち の 妻子 と財 産 の 略 奪)→GUngOr城 砦(大
虐 殺)→Saydava($adava?)(キズ ィル バ ー シュ た ち の妻 子 と財 産 の 略 奪)→ ハ マ ダ ー ン(パ フ
ラ ーム ・ミール ザ ー のハ レム び と とそ の 子 息 バ デ ィー オ ッザ マ ー ン ・ ミー ル ザ ーBadra1-Zaman
Mlrzaの 身 柄 拘 束,及 び,パ フ ラー ムの 従 者 た ち の 妻子 と財 産 の略 奪)→ ダル ゴズ ィー ン(タ フマ ー
ス プ の コル チ た ち の妻 子 と財 産 の 略 奪)→ ゴム(【Hatlralar1】17b-18a)
43)タ フマ ー ス プに よ れ ば,ア ル ガ ー ス の軍 団 に よ っ てパ フ ラ ー ム ・ ミー ル ザ ー の 「二 人 の 子 息 」 が 捕
え られ た と い う。(【Mokaleme】57)メ ム ン ・ベ イ そ の他 の史 家 は,長 男 バ デ ィーオ ッザ マー ン ・ミー
ル ザ ー の 名 前 の み を記 して い る。(【Hanralarl】17b,【TA】101,【KhT】332)しか し,Zakhoder
氏 に よれ ば,パ フ ラー ム に は1543-44年 生 ま れ の次 男 エ ブ ラ ー ヒー ム ・ ミー ル ザ ーEbrahimMirza
が お り,旧 シー ル ヴ ァー ン王 家 出 身 の 母 親 と共 に当 時 ハ レムで 暮 ら して い た の で,こ の母 子 も人 質 に
な っ て い た可 能 性 は極 め て高 い と考 え られ る。(Zakhoder,op.cit.,p.3)
44)953/1546年 に誕 生 した ガ ー ズ ィー ・ア フ マ ドは,こ の 事 件 を 実 体 験 して い た わ け で は な いが,お
そ ら く父 親 ミー ル ・モ ン シ ーMir-Monshial-Hoseyni(=Sharafal-DinHoseyn-eQommi)から繰
り返 し聞 か さ れ た ので あ ろ う一 つ の 興 味 深 い エ ピ ソ ー ドを 記 して い る。 ア ル ガ ー ス軍 の ク ル ド人 や 民
兵 た ち は,ゴ ム に逗 留 して い た数 日の 間,出 会 った 住 民 か らあ ら ゆ る所 持 品 を巻 上 げ,民 家 か らは す
べ て の 家 財 を略 奪 した。 当時 タ フマ ー ス プ に随 行 して 留守 に して い た ミー ル の邸 宅 もそ の例 外 で は な
28
シ ャ ー ・タ フ マ ー ス プ一 世 治 下 の サ フ ァ ヴ ィ 一朝 宮 廷 と ゴ ム,エ ス フ ァハ ー ン両 都 市 と の戦 時協 力 関係
か った が,ミ ー ル が庇 護 して い た詩 人 モ ッ ラー ・ア フ ザ ル ・エ ス フ ァ八 一 ニ ーMollaAf孝a1-eE§fa-
haniの 仲 介 で,か っ て ミー ル と そ の兄 弟 た ち の ソユ ル ガル に定 め られ て い た所 の も の 全 て の 返 還 に
成 功 した。 この 功 績 に よ り,モ ッ ラー は ガー ズ ィ ー ・ア フマ ドの 伯 父 か ら多 額 の金 品 と ラ ク ダ,ロ バ
な ど を得 た と い う。(【KhT】333)
仮 に,彼 と血 縁 を有 す る一 族 が ゴム市 内 に最 後 まで と ど ま って い た な らば,お そ ら く ガー ズ ィ ーは
その 勇 敢 さ を誇 る記 事 を挿 入 して い た で あ ろ う。 つ ま り,モ サ イ ヤ ビ一家 や 彼 の父 親 の一 族 は,真 っ
先 に郊 外 へ 避 難 して い た グ ル ー プ に属 して い た 可 能 性 が 高 い と考 え られ る。
45)ハ サ ン ・ベ イ ダ は,ア ル ガ ー ス の軍 団 が ゴム に 駐 留 して い た期 間 につ いて,「 一 ヵ月 間 ほ ど 」 と記
して い る が(【AT】433),当 地 に到 着 した のがll月20日,エ ス フ ァハ ー ンか ら逃 亡 した の が12月
2日 な の で,こ れ は 明 らか に誤 りで あ る。
46)'Abdo1・ 耳oseynNava'i(ed.),Shah7ねん初島 わ一θSの 受z砿ル幼 りη廊セツg/1s擁4〃 αMb々 δ彪わ6`一e7逝γ1肋歪,
Tehran,1350A.S.,ppl85-86.
47)ア ブ デ ィー ・ベ イ ダ に よ れ ば,タ フマ ー スプ は ス レイ マ ン大 帝 の 第3回 イ ラ ン遠 征 に 先立 ち,ア ゼ
ルバ イ ジ ャ ン,エ ラー グ両 地 方 に住 む10万 の 部 族 民 の 中 か ら,2,3万 人 を選 ん で従 者 と し,こ れ を
「ボ イ ・ノ ウ キ ャル」(盈y一 ηoπ々 αγ)と 名 付 け た とい う。(【TA】98)
48)Quiring-Zoche,op.cit.p.215p.214.なお,タ ギ ー ・オ ッデ ィー ンに は同 名 の祖 父 が い る の で 混 同
しな い よ う注 意 す る必 要 が あ る。
49)羽 田正 氏 は,エ ス フ ァハ ー ンの市 壁 が ブ ワイ フ朝 時 代 か らの 古 い城 壁 で あ り,サ フ ァ ヴ ィ一 朝 時代
に新 た に築 か れ る こと は な か った と し,ア ッバ ー ス一 世 の治 世 後 半(1612年)に 有 壁 の一 部 が 崩 れ
て い た 明確 な証 拠 を示 して い る。(羽 田 正 「1676年 の イ ス フ ァ八 一 ンー 都 市 景 観 復 元 の 試 み 一 」 『東
洋 文 化 研 究 所 紀 要 』118,1992年,196-97頁,およ び註16を 参 照)し か し,ア ル ガ ー ス の 軍 団 が エ
ス フ ァハ ー ンを襲 った1548年 の 時 点 で は,事 前 に入 念 な補 修 が 行 な わ れ た こ と もあ り,も う 少 し良
好 な状 態 だ った と考 え.られ る。
50)羽 田正 「フ ー ザ ー ニ 一家 の人 々 一東 方 イ ス ラム世 界 に お け る一 名 家 の 歴 史 」 『史 学 雑 誌 』96/1,1987
年,44-45頁.及 び,MasashiHaneda,Lafamine耳Uzanid'Isfahan(15e-17esi61es),S∫掘fα1毎 泌
ca,18,1989,pp.79-80.
51)ア ル ガ ー ス は エ ス フ ァハ ー ンか ら撤 退 した後,フ ァー ル ス地 方 か ら フー ゼ ス ター ン地 方 を横 断 しっ
っ,オ ス マ ン領 バ グ ダ ー ドに 逃 れ た 。 だ が,捕 虜 を連 れ た ま ま 直 ち に ア レ ッポ滞 在 中 の ス レ イ マ ンの
許 に戻 らず,逆 に 彼 らを タ フ マー ス プの 許 に帰 還 させ た こと で ス レイ マ ン と仲違 い し,バ グ ダ ー ドか
ら追 放 され た。 な ぜ ス レイ マ ンの許 に戻 らなか ったのか 疑 問 に思 わ れ るが,タ フマ ー ス プ に よ れ ば,こ
れ は捕 虜 とな って い る子 息 た ちの 身 を案 じて の ことだ った と い う。 も し,パ フ ラー ムの子息 た ち を伴 っ
て ス レイ マ ンの許 に 戻 れ ば,彼 らを 殺 す よ う命 ぜ られ る こと は 明 らか で あ り,そ の よ うな事 になれ ば,
報 復 と して 自分 の 子息 た ち が パ フ ラ ー ム の手 で 殺 され る に違 い な か った。 そ れ故,ア ル ガ ー ス は ス レ
イ マ ンの 許 に帰 還 す べ き と の軍 団 員 た ち の説 得 に は頑 と して 応 じな か った の だ と い う。(【ShT】60,
【Mokaleme】58)
彼 は コル デ ス ター ン地 方 を 転 々 とす る うち に サ フ ァ ヴ ィ一朝 側 に 逮 捕 さ れ,王 都 に 連 行 さ れ た。
957年 ラ ビー ・アル ア ッ ヴ ァ ル月(1550年3月 下 旬 ～4月 中旬),幽 閉 先 の ア ラ ムー ト城 砦,も し く は
ガ フガ ハ城 砦 で 獄 死 した とい う。 享 年35。(西 暦 計 算 で は34)(MirJa'fari,op.cit.,p.166,【JA】300,
【KhT】344)
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doπ ♂α'一助 伽 θmeans"pleasantabode"ortheroyalpalacewhichexistednotonlyintheir










Eachcitieshad40掘 αか々ん伽 θequippedwith加 πz勉 一sα地yandthepermissiontopos一
'se
sss¢ ρδん歪ッ22ηo漉.ShahTahmasbdependedtoomuchonbothcitiesforhishousehold's
refugeandusedQommorEミfahanproperlydependingontheoccasion .Whileonthe
otherhand,bothcitiesalsowelcomedkhane一纏cんhospitablybecausetheywereaccompa・
niedbytheharam-guardsandthepossibilityoftheroyalforcescoming.Wecanpoint
outthemutualitybetweenthe$afavidcourtandthetwocitiesinwartime.
Keywords:ShahTahmasbI,khane-koch,doulat-khane,sepahi-yemolk,りaram-saray
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